
今
、

花
ひ

ら
く

小
さ

な
城

下
町

　
三

春

（
写
真
：
第

2
5
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
　
関
連
ペ
ー
ジ
６
・
７
ペ
ー
ジ
）

町
の

部
準

優
勝

、
総

合
９

位
町

の
部

準
優

勝
、

総
合

９
位



特
別
功
労
表
彰

　
11
月
３
日
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
に
お
い
て
、
三
春
町
各
種
功

労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
特
別
功
労
表
彰
２
件
、
功
労
表
彰
10
件
、
ま
ち
づ
く

り
賞
６
件
、
建
築
賞
５
件
で
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
25
年
度 

各
種
功
労
者
表
彰
式

〔
功
績
〕
昭
和
59
年
３
月
か
ら
平

成
25
年
３
月
ま
で
15
期
29
年
１
月

に
わ
た
り
、
三
春
町
体
育
指
導
委

員
（
平
成
24
年
４
月
か
ら
三
春
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
改
称
）
と

し
て
在
任
さ
れ
、
こ
の
間
、
平
成

17
年
４
月
か
ら
平
成
18
年
３
月
ま

で
田
村
地
方
体
育
指
導
委
員
連
絡

協
議
会
理
事
を
務
め
ら
れ
た
。
ま

功
労
表
彰

受賞者を代表して謝辞を述べる笠間忠さん

笠間　忠 さん

（北町）

た
、
平
成
３
年
４
月
か
ら
16
年
間

に
わ
た
り
三
春
町
体
育
協
会
長
、

平
成
11
年
か
ら
14
年
間
に
わ
た
り

さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委

員
会
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
。

　　
　
　

●　

●　

●

故 
野
口
邦
彦
さ
ん
（
込
木
）

〔
功
績
〕
平
成
16
年
４
月
か
ら
平
成

25
年
３
月
ま
で
９
年
間
に
わ
た
り

三
春
町
監
査
委
員
と
し
て
三
春
町

の
事
務
の
執
行
お
よ
び
経
営
に
係

る
事
業
の
管
理
を
監
査
さ
れ
た
。

ま
た
、
平
成
10
年
12
月
か
ら
平
成

16
年
４
月
ま
で
の
５
年
６
月
に
わ

た
り
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員
と

し
て
都
市
基
盤
の
充
実
し
た
市
街

地
形
成
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
地

方
自
治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

〔
功
績
〕
平
成
５
年
４
月
か
ら
平

成
23
年
３
月
ま
で
９
期
18
年
に
わ

た
り
三
春
町
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
と
し
て
在
任
さ
れ
、
三
春
町

の
文
化
財
保
護
活
動
に
尽
力
さ
れ

た
。
ま
た
、
平
成
14
年
11
月
か
ら

平
成
17
年
３
月
ま
で
２
年
５
月
に

わ
た
り
三
春
町
歴
史
民
俗
資
料
館

運
営
協
議
会
委
員
を
歴
任
す
る
な

ど
、
町
の
文
化
行
政
に
寄
与
さ
れ

た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

渡邉俊三 さん

（平沢）

〔
功
績
〕
昭
和
30
年
よ
り
農
業
経
営

に
従
事
し
、
葉
た
ば
こ
農
家
と
し

て
、
５
度
に
わ
た
り
福
島
県
た
ば

こ
耕
作
組
合
優
良
耕
作
者
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
葉
た
ば
こ
生
産
技

術
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

八木沼民雄 さん

（過足）

ま
た
、
福
島
県
た
ば
こ
耕
作
組
合

三
春
支
所
役
員
や
三
春
葉
た
ば
こ

共
同
育
苗
施
設
利
用
組
合
長
、
た

ば
こ
耕
作
組
合
事
業
推
進
員
を
歴

任
す
る
な
ど
、
農
業
の
振
興
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

〔
功
績
〕
会
社
勤
め
の
傍
ら
農
業
経

営
に
従
事
し
、
会
社
を
退
職
し
た

平
成
２
年
以
降
は
葉
た
ば
こ
専
業

農
家
と
し
て
農
業
経
営
に
専
念
さ

れ
て
い
る
。
平
成
９
年
か
ら
認
定

農
業
者
と
な
り
、
全
国
た
ば
こ
耕

作
組
合
中
央
会
優
良
耕
作
者
賞
や

葉
た
ば
こ
品
評
会
福
島
県
知
事
賞

を
受
賞
、
平
成
22
年
に
Ｊ
Ｔ
か
ら

た
ば
こ
種
子
選
択
者
を
委
嘱
さ
れ

地
域
の
葉
た
ば
こ
生
産
に
貢
献
さ

れ
る
と
と
も
に
、
農
業
研
修
生
を

受
け
入
れ
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
17
年
６
月
か
ら
平
成

20
年
５
月
ま
で
、
３
年
に
わ
た
り

農
業
委
員
と
し
て
在
任
さ
れ
、
農

業
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

湯峯昭治 さん

（御祭）

2



問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎62-2111
特別功労表彰・功労表彰を受賞した皆さん

故 

根
本
紀
さ
ん
（
上
舞
木
）

〔
功
績
〕
平
成
13
年
４
月
か
ら
平

成
25
年
３
月
ま
で
６
期
12
年
に
わ

た
り
三
春
町
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
と
し
て
在
任
さ
れ
、
三
春
町

の
文
化
財
保
護
活
動
に
尽
力
さ
れ

た
。
ま
た
、
平
成
11
年
６
月
か
ら

平
成
21
年
３
月
ま
で
５
期
９
年
10

月
に
わ
た
り
、
さ
く
ら
湖
自
然
観

察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
企
画
運
営
委
員

と
し
て
在
任
さ
れ
、
こ
の
間
１
期

２
年
間
、
委
員
長
と
し
て
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
運
営
と
各
種
事
業
に
尽
力

さ
れ
る
な
ど
、
町
の
振
興
に
寄
与

さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

故 

大
室
公
統
さ
ん
（
八
島
台
）

〔
功
績
〕
平
成
13
年
５
月
か
ら
平

成
25
年
７
月
ま
で
12
年
３
月
に
わ

た
り
三
春
町
町
営
住
宅
入
居
者
選

考
委
員
会
委
員
と
し
て
、
町
民
生

活
の
安
定
と
社
会
福
祉
の
増
進
に

尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
町
の
住
宅
政

策
に
寄
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成

11
年
４
月
か
ら
平
成
13
年
３
月
ま

で
八
島
台
区
長
を
務
め
る
な
ど
、

町
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

伊藤榮子 さん

（平沢）

〔
功
績
〕
昭
和
47
年
よ
り
農
業
経

営
に
従
事
し
、
有
機
質
資
材
の
施

用
な
ど
に
よ
る
品
質
の
向
上
と
、

減
農
薬
栽
培
に
よ
る
生
産
物
の
安

全
安
心
の
確
保
に
つ
い
て
先
駆
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
平
成
10
年
頃
よ
り
施
設
い
ち

ご
栽
培
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

町
内
各
所
の
農
産
物
直
売
所
へ
出

荷
を
行
う
な
ど
、
先
駆
的
な
取
組

み
は
他
の
農
家
の
模
範
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、農
産
物
直
売
グ
ル
ー

プ
大
空
会
の
初
代
会
長
を
務
め
る

な
ど
、
農
業
の
振
興
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

〔
功
績
〕
平
成
13
年
７
月
か
ら
平
成

25
年
７
月
ま
で
３
期
12
年
に
わ
た

り
三
春
町
土
地
改
良
区
理
事
に
在

任
さ
れ
、
こ
の
間
、
平
成
17
年
７

三瓶幸吉 さん

（沼沢）

〔
功
績
〕
昭
和
36
年
よ
り
大
工
職

人
と
し
て
修
行
を
始
め
、
永
年
に

わ
た
り
技
術
の
研
鑽
に
励
ま
れ
、

技
術
者
の
育
成
と
大
工
技
術
の
伝

承
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
３
年
か
ら
10
年
間
、
三
春
町
住

宅
研
究
会
会
長
を
歴
任
し
、
町
の

住
環
境
の
改
善
に
尽
力
さ
れ
た
。

ま
た
、
町
景
観
条
例
の
策
定
や
町

建
築
賞
の
創
設
に
携
わ
る
と
と
も

に
、
景
観
審
議
会
委
員
や
町
建
築

賞
審
査
委
員
を
務
め
た
。
さ
ら
に
、

平
成
18
年
か
ら
６
年
間
、
三
春
町

商
工
会
副
会
長
を
歴
任
す
る
な

ど
、
町
産
業
経
済
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

𣘺本孝一 さん

（小滝）

〔
功
績
〕
昭
和
35
年
よ
り
鈴
木
石

材
店
に
従
事
し
、
永
年
に
わ
た
り

石
材
業
を
営
み
業
界
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。
石
の
採
掘
お
よ

び
石
材
加
工
、
据
え
付
け
工
事
、

墓
石
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
常
に
開
発

に
取
組
み
、
技
術
の
研
鑽
に
励
ま

れ
、
先
人
の
技
術
を
受
け
継
ぐ
と

と
も
に
、
後
継
者
の
育
成
と
石
材

業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

鈴木　始 さん

（中町）

〔
功
績
〕
昭
和
36
年
よ
り
鉄
工
業

に
従
事
し
、
昭
和
46
年
に
金
塚
鉄

工
所
を
創
業
さ
れ
た
。
永
年
に
わ

た
り
技
術
の
研
鑽
に
励
ま
れ
る
と

と
も
に
、
技
術
者
を
指
導
し
鉄
骨

建
築
技
術
の
伝
承
に
貢
献
さ
れ
る

な
ど
、
技
術
者
の
育
成
と
鉄
工
業

界
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

金塚　正 さん

（熊耳）

月
か
ら
２
期
８
年
間
、
副
理
事
長

に
選
任
さ
れ
、
土
地
改
良
区
の
運

営
、
施
設
の
維
持
管
理
に
尽
力
さ

れ
た
。
ま
た
、
平
成
18
年
10
月
か

ら
平
成
25
年
７
月
ま
で
６
年
10
月

に
わ
た
り
農
業
委
員
を
歴
任
さ
れ
、

農
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　

●　

●　

●

3



環
境
美
化
の
部

第
32
回
三
春
町

ま
ち
づ
く
り
賞

まちづくり賞を受賞された皆さん

問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎62-2111

自
治
活
動
の
部

個
人
活
動
の
部

佐
久
間
英
一
（
三
春
地
区
）

〔
功
績
〕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

被
災
地
へ
の
支
援
物
資
の
運
搬
を

行
っ
た
ほ
か
、
町
の
防
災
訓
練
へ

の
協
力
を
継
続
的
に
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
年
間
を
通
じ
町
内

の
通
学
路
に
お
い
て
交
通
安
全
街

頭
活
動
を
続
け
て
い
る
。

出席者全員で万歳三唱 出席者全員で町民の歌「栄えよ三春」斉唱

第
21
回
三
春
町
建
築
賞
表
彰

〔
功
績
〕「
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ

え
」
の
計
画
段
階
か
ら
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
参
画
し
、
桜
、
ア
ジ
サ
イ
、

百
日
紅
、
ド
ウ
ダ
ン
な
ど
を
植
え
、

山
林
に
は
カ
タ
ク
リ
が
咲
く
よ
う

に
整
備
し
た
。
ま
た
、
三
春
駒
の

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
や
蓮
田
も
作
り
、

四
季
を
通
し
て
散
策
を
楽
し
め
る

公
園
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
21
年

か
ら
は
、
運
営
委
員
長
と
し
て
管

理
運
営
を
担
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

栗山暾夫 さん

（岩江地区）

過
足
地
区
（
中
郷
地
区
）

〔
功
績
〕
県
道
谷
田
川
線
添
い
の
花

壇
に
、
地
区
民
全
員
で
花
の
植
栽

お
よ
び
手
入
れ
な
ど
の
管
理
を
し

て
い
る
。
ま
た
葛
尾
村
の
方
々
と

も
一
緒
に
作
業
を
行
う
な
ど
交
流

を
深
め
て
い
る
。
地
区
民
は
も
と

よ
り
通
行
人
の
心
を
癒
し
、
長
年

〔
功
績
〕
10
年
余
り
に
わ
た
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
要
田
交
流
館
大
平

荘
の
土
手
や
周
辺
の
草
刈
、
除
草

作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

遠藤一義 さん

（要田地区）

〔
功
績
〕
町
内
会
常
任
委
員
と
し

て
自
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
計

画
お
よ
び
運
営
に
も
参
画
し
、
老

人
会
や
春
・
秋
ま
つ
り
、
盆
踊
り

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
区
の
交
通
安
全
運
動
に

も
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。 森藤昇咲 さん

（三春地区）

〔
功
績
〕
20
年
余
り
に
わ
た
り
、
御

木
沢
小
学
校
通
学
路
の
歩
道
を
除

雪
し
、
児
童
が
安
全
に
通
学
で
き

る
よ
う
奉
仕
作
業
し
て
い
る
。
地

域
は
も
と
よ
り
、
小
学
校
か
ら
も

感
謝
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

富田正治 さん

（御木沢地区）

に
わ
た
り
環
境
美
化
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　
　

●　

●　

●

4



問い合わせ先　建設課　建築グループ　☎62-2113

第
21
回
三
春
町
建
築
賞
表
彰

建築主	 引接山紫雲寺
設計者	 株式会社アルセッド建築研究所
施工者	 株式会社モトタテ、株式会社はしもと住宅店

　

多
雪
地
域
に
建
つ
寺
院
建
築
故
の
様
々
な
工

夫
が
見
ら
れ
る
。
廻
廊
を
内
部
に
取
り
込
ん
だ

り
、
高
齢
者
に
配
慮
し
て
庫
裏
や
渡
り
廊
下
の

床
高
と
段
差
を
無
く
す
る
目
的
で
、
本
堂
床
下

の
亀
腹
を
省
略
す
る
な
ど
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
　

こ
の
住
宅
は
、
二
世
帯
が
そ
れ
ぞ
れ
の
玄

関
を
持
ち
、
同
時
に
二
世
帯
が
共
用
す
る
ス

ペ
ー
ス
も
用
意
し
た
複
合
住
宅
で
あ
る
。

飛田邸（実沢）

建築主　飛田真仁
設計者　国分建築設計事務所
施工者　有限会社 サワケン住宅

岩崎邸（実沢）

建築賞を受賞されたみなさん

最　
優　
秀　
賞

　親世帯の敷地に新築された御子息世帯の住宅であ
る。広い間仕切、多くのスペースを用意した収納部
分やモダーンな発想が支配的。階段室には秘密基地
のようなパソコンなどの備えられた、遊び心が形に
なった楽しいスペースがある。
　外観の色彩が白と黒を基調とされているのは、親世帯
の住宅と融和するためとのこと。ワークスペースが幾分
窮屈かも知れないが、現代的で秀逸な作品である。

特
別
部
門
賞
（
景
観
部
門
）

建築主	 久成山法華寺
設計者	 有限会社測地測量	
施工者	 菅野建設工業株式会社

　

桜
川
広
域
河
川
改
修
工
事
の
景
観
形
成
に

寄
与
す
る
目
的
の
改
修
で
あ
る
。
自
然
の
豊

か
な
景
観
と
調
和
す
る
城
下
町
の
雰
囲
気
醸

成
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

特
別
部
門
賞
（
リ
フ
ォ
ー
ム
部
門
）

建築主	 渡辺 正市
設計者	 有限会社 サワケン住宅
施工者	 有限会社 サワケン住宅

　

こ
の
住
宅
は
、
古
い
住
宅
の
主
と
し
て
構

造
材
を
再
利
用
し
、
思
い
出
を
新
し
い
住
宅

に
残
し
古
民
家
風
の
住
宅
に
再
生
さ
せ
た
心

の
こ
も
っ
た
作
品
と
い
え
る
。

渡辺邸（富沢）特
別
部
門
賞
（
住
宅
部
門
）

建築主	 岩崎 新一
設計者	 結建築研究室
施工者	 有限会社 サワケン住宅

久成山法華寺（八幡町）引接山紫雲寺（大町）

5
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第
25
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走

大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
は
、
11
月
17
日
に
59

市
町
村
53
チ
ー
ム
（
７
町
村
合
同
の
「
希
望
ふ

く
し
ま
」
チ
ー
ム
を
含
む
）
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

25
回
と
い
う
四
半
世
紀
の
歴
史
が
経
ち
、
初

め
て
全
市
町
村
が
参
加
し
た
大
会
と
な
り
、
非

常
に
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
部
は
、
最
終
区
ま
で
も
つ
れ
る
接
戦
と

な
り
、
三
春
町
チ
ー
ム
は
、
惜
し
く
も
町
の
部

準
優
勝
、
総
合
第
９
位
と
い
う
成
績
で
し
た
。

　

記
録
的
に
は
、
昨
年
優
勝
し
た
時
よ
り
も
良

い
記
録
と
な
り
、
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
も
な
く

最
後
ま
で
１
本
の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、
三
春
町
ら

し
い
粘
り
の
走
り
で
、
４
連
覇
を
支
え
た
主
力

選
手
が
抜
け
た
穴
を
全
員
で
カ
バ
ー
し
、
チ
ー

ム
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
結
果
で
し
た
。

第
25
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

—
 

三
春
町・町
の
部
準
優
勝
、総
合
９
位—

【
レ
ー
ス
経
過
】

▼ 

１
区　
田
村
飛
鳥
（
福
島
大
学
３
年
）

　

花
の
１
区
は
、
女
子
の
エ
ー
ス
区
間
。
三
春
町
の
ス
タ
ー
ト
は
今

年
も
田
村
飛
鳥
。
２
年
連
続
４
回
目
の
１
区
の
経
験
を
生
か
し
、
昨

年
の
総
合
10
位
を
上
回
る
総
合
９
位
と
好
発
進
し
た
。

▼ 

２
区　
上
石
敦
士
（
田
村
高
校
３
年
）

　

高
校
生
の
エ
ー
ス
区
間
を
任
さ
れ
た
の
は
、
１
年
生
の
上
石
敦
士
。
こ

こ
数
年
、
県
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
が
流
れ
を
作
っ
て
き
た
が
、
さ
す
が

に
１
年
生
で
は
我
慢
の
レ
ー
ス
と
な
り
、
総
合
18
位
で
タ
ス
キ
を
繋
い
だ
。

▼ 

３
区　
安
部
庄
一
（
自
衛
隊
郡
山
）

　

中
学
生
ま
た
は
シ
ニ
ア
の
３
区
は
、
今
年
も
ベ
テ
ラ
ン
安
部
庄
一
。

伊
達
市
に
は
か
わ
さ
れ
た
が
、
福
島
市
、
古
殿
町
、
相
馬
市
、
矢
吹
町
、

南
相
馬
市
、玉
川
村
と
ゴ
ボ
ウ
抜
き
し
、総
合
13
位
ま
で
押
し
上
げ
た
。

▼ 

４
区　
野
村
顕
弘
（
三
春
町
役
場
）

　

４
区
は
、
３
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
っ
た
野
村
顕
弘
。
区
間
１
位
の

福
島
市
に
は
抜
か
れ
る
も
、
伊
達
市
を
抜
い
て
、
順
位
を
キ
ー
プ
し
た
。

▼ 

５
区　
大
平
健
太
（
日
大
東
北
高
校
１
年
）

　

中
高
生
の
５
区
は
、
昨
年
７
区
区
間
賞
の
大
平
健
太
。
高
校
生

に
な
っ
て
さ
ら
に
力
を
つ
け
た
今
回
は
、
上
級
生
に
も
負
け
ず
に

力
走
し
、
石
川
町
を
抜
い
て
総
合
12
位
と
し
た
。

▼ 

６
区　
新
田
和
樹
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム
ウ
ェ
ア
）

　

準
エ
ー
ス
級
の
選
手
が
多
く
集
ま
る
前
半
戦
の
最
長
区
間
は
、
新
田
和
樹
。

こ
の
区
間
で
は
苦
戦
が
予
想
さ
れ
た
が
、
伊
達
市
、
石
川
町
、
喜
多
方
市
に
抜

か
れ
る
も
タ
イ
ム
差
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、後
半
逆
転
へ
の
望
み
を
繋
い
だ
。

▼ 

７
区　
大
石
田
航
希
（
三
春
中
学
校
３
年
）

　

中
学
生
の
７
区
は
、
大
石
田
航
希
。
本
来
は
短
距
離
を
得
意
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
素
質
か
ら
大
抜
擢
さ
れ
、
期
待
に
応
え
る
か
の
よ
う
に

長
距
離
で
も
諦
め
ず
に
粘
り
を
見
せ
た
。会
津
坂
下
町
に
抜
か
れ
る
も
、

危
ぶ
ま
れ
た
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
の
21
秒
前
に
タ
ス
キ
を
繋
い
だ
。

▼ 
８
区　
原
田
道
（
三
春
中
学
校
１
年
）

　

８
区
も
中
学
生
区
間
。
１
年
１
、５
０
０
メ
ー
ト
ル
県
大
会
８

位
と
同
学
年
で
は
県
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
を
持
つ
原
田
道
が
、

未
来
の
エ
ー
ス
と
し
て
力
走
し
、
会
津
坂
下
町
を
逆
転
し
た
。

▼ 

９
区　
岩
井
海
音
（
三
春
中
学
校
３
年
）

　

女
子
中
学
生
の
９
区
は
、３
年
連
続
出
場
の
岩
井
海
音
。
１
年
、

２
年
と
不
本
意
な
結
果
に
終
わ
っ
て
い
た
が
、
３
年
目
に
し
て
本

❶ １区 田村飛鳥選手から２区 上石敦士選手へのタスキリレー　❷ ２区 上石敦士選手から 3 区 安部庄一選手へのタスキリレー　写真紹介写真紹介
❸ 4 区 野村顕弘選手　❹ ５区 大平健太選手　❺ 6 区 新田和樹選手　❻ ７区 大石田航希選手　❼ 9 区 岩井海音選手　
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来
の
実
力
を
発
揮
し
、
順
位
こ
そ
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
区
間

８
位
の
走
り
で
、
町
の
部
上
位
チ
ー
ム
と
の
タ
イ
ム
差
を
縮
め
た
。

▼ 

10
区　
岡
本
尚
文
（
日
立
物
流
）

　

最
長
区
間
は
、
エ
ー
ス
岡
本
尚
文
。
今
年
も
町
の
部
区
間
賞

の
走
り
で
、
鏡
石
町
、
猪
苗
代
町
、
喜
多
方
市
、
伊
達
市
と
次
々

と
追
い
抜
き
、
総
合
11
位
ま
で
押
し
上
げ
た
。
町
の
部
ト
ッ
プ

の
石
川
町
と
は
１
分
23
秒
差
、
２
位
の
会
津
美
里
町
と
は
42
秒

差
と
し
、
混
戦
の
町
の
部
優
勝
争
い
に
加
わ
っ
た
。

▼ 

11
区　
粠
田
莉
那
（
田
村
高
校
３
年
）

　

女
子
区
間
の
11
区
は
、
こ
の
区
間
を
３
年
連
続
で
走
る
粠
田
莉
那
。
田

村
高
で
頑
張
っ
て
き
た
３
年
間
、
１
年
時
は
区
間
13
位
、
２
年
時
は
区
間

10
位
、そ
し
て
今
回
は
区
間
４
位
で
、町
の
部
区
間
賞
に
輝
い
た
。
白
河
市
、

会
津
美
里
町
を
抜
き
、
町
の
部
ト
ッ
プ
の
石
川
町
と
は
30
秒
差
と
し
た
。

▼ 

12
区　
玄
葉
啓
太
（
自
衛
隊
郡
山
）

　

12
区
は
、
昨
年
、
一
昨
年
と
２
度
の
優
勝
テ
ー
プ
を
切
っ
た
玄
葉
啓
太
。

タ
ス
キ
を
貰
う
と
同
時
に
積
極
的
な
走
り
で
石
川
町
を
猛
追
し
、
町
の
部

ト
ッ
プ
に
。
し
か
し
、
後
半
や
や
疲
れ
が
出
て
再
び
離
さ
れ
る
と
、
会
津
美

里
町
に
も
か
わ
さ
れ
た
。
石
川
町
と
は
39
秒
差
、会
津
美
里
町
と
は
26
秒
差
。

▼ 

13
区　
伊
藤
修
久
（
田
村
高
校
２
年
）

　

13
区
は
、
初
登
場
の
伊
藤
修
久
。
中
学
１
年
か
ら
練
習
を
重
ね
、
５
年

目
に
し
て
や
っ
と
つ
か
ん
だ
夢
の
舞
台
。
４
連
覇
を
影
で
支
え
て
き
た
が
、

自
分
が
走
っ
て
優
勝
し
た
い
と
強
い
思
い
を
力
に
町
の
部
区
間
賞
に
輝
い

た
。
石
川
町
を
抜
い
て
、
町
の
部
ト
ッ
プ
の
会
津
美
里
町
と
は
21
秒
差
。

▼ 

14
区　
長
谷
川
徹
（
田
村
高
校
２
年
）

　

14
区
は
、
昨
年
５
区
で
不
本
意
な
結
果
と
な
っ
て
い
た
長
谷

川
徹
。
こ
の
１
年
大
き
く
成
長
し
、
区
間
６
位
と
健
闘
し
た
が
、

惜
し
く
も
町
の
部
区
間
賞
の
会
津
美
里
町
に
１
秒
遅
れ
、22
秒
差
。

▼ 
15
区　
渡
辺
沙
祐
未
（
三
春
中
学
校
１
年
）

　

女
子
中
学
生
の
エ
ー
ス
区
間
は
、
１
年
生
の
渡
辺
沙
祐
未
。
足
の
故
障
が
不

安
視
さ
れ
て
い
た
が
、
上
級
生
に
も
負
け
ず
に
力
走
し
、
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト

48
秒
前
に
希
望
の
タ
ス
キ
を
ア
ン
カ
ー
に
繋
い
だ
。
会
津
美
里
町
と
は
35
秒
差
。

▼ 

16
区　
浦
山
陽
介
（
日
本
大
学
２
年
）

　

ア
ン
カ
ー
は
、
浦
山
陽
介
。
確
実
に
２
位
を
死
守
す
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
５
連
覇
を
目
指
し
て
前
半
か
ら
飛
ば
し
、
途
中
20
秒
程
度
ま

で
前
と
の
差
を
縮
め
た
が
、
最
後
は
力
尽
き
、
総
合
９
位
、
町
の
部
２

位
で
の
ゴ
ー
ル
と
な
っ
た
。

＜目次＞
各種功労者表彰／まちづくり賞／建築賞表彰	… 2 〜 5

第25回ふくしま駅伝	 …………………………… 6 〜 7

第10回三春秋まつり	…………………………………… 8

年末年始のお知らせ	…………………………………… 9

住民基本台帳の閲覧状況の公表	 …………………… 10

にこにこ元気塾通信／ライスレイク高校への留学生募集	… 11

人権擁護委員／平成25年青少年健全育成標語決定／

除雪時のお願い	 ……………………………………… 12

未利用町有地の売却／平成25年度第２回資料館歴史

講座／知っておきたい認知症のキホン／中郷地区の

健康づくり推進員	 …………………………………… 13

三春町の除染の取組み	 ……………………………… 14

環境放射線量測定値／北部三地区仮置き場の空間線量	… 15

田高トピック	 ………………………………………… 16

三春の教育情報ステーション	 ……………………… 17

町立三春病院News	 ………………………………… 18

まちのわだい	…………………………………… 19〜21

M-NAVI ／みんなの掲示板／いいおかお／防災	 … 22〜29  

行事カレンダー／町営バスだより／今月の相談／休日

診療のお医者さん／納期・人口	 …………………… 30

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎62-3837

◆ 区間別出場選手および成績

❽ 10 区 岡本尚文選手　❾ 11 区 粠田莉那選手　❿ 12 区 玄葉啓太選手　⓫ 14 区 長谷川徹選手　⓬ 15 区 渡辺沙祐未選手
写真紹介写真紹介

記録

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16

4.0
8.2
5.8
7.3
6.7
8.3
5.2
4.1
3.0
9.3
3.9
7.0
4.8
5.7
3.4
8.4

田村飛鳥
上石敦士
安部庄一
野村顕弘
大平健太
新田和樹
大石田航希
原田道
岩井海音
岡本尚文
粠田莉那
玄葉啓太
伊藤修久
長谷川徹
渡辺沙祐未
浦山陽介

福島大学３年
田村高校１年
自衛隊郡山
三春町役場
日大東北高校1年
ＮＴＴコムウェア
三春中学校３年
三春中学校１年
三春中学校３年
日立物流
田村高校３年
自衛隊郡山
田村高校２年
田村高校２年
三春中学校１年
日本大学２年

13分38秒
26分56秒
19分08秒
24分16秒
22分03秒
28分03秒
18分09秒
14分39秒
11分15秒
27分31秒
13分58秒
23分41秒
15分41秒
18分24秒
12分34秒
27分49秒

区 距離
（㎞）

出場選手
氏　名 所属

9位
26位
14位
20位
11位
22位
26位
22位
8位
3位
4位
21位
8位
6位
13位
27位

4位
11位
5位
8位
3位
7位
12位
7位
2位

区間賞
区間賞
8位

区間賞
2位
4位
10位

区間順位
総合 町の部

⓭ 16 区 浦山陽介選手

★ 総合９位　町の部準優勝　５時間 17 分 45 秒
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第
10
回
三
春
秋
ま
つ
り
が
、
11
月
９
・
10
日
の
両
日
、
三
春
町
運
動
公
園
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
町
内
に
避
難
し
て

い
る
葛
尾
村
・
富
岡
町
と
の
共
催
事
業
と
し
て
行
わ
れ
、
９
日
に
は
２
０
１
３
三
春

ウ
オ
ー
ク
が
同
時
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
渡
辺
宏
二
実
行
委
員
長
や
鈴
木
義
孝
町
長
、

日
下
部
三
枝
議
長
、
田
代
善
久
一
関
副
市
長
、
松
本
允
秀
葛
尾
村
長
、
宮
本
皓
一
富

岡
町
長
、
渡
部
福
島
民
報
社
代
表
取
締
役
会
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、

２
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

９
日
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
や
紅
晴
美
さ
ん
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
、
ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
町
民
体
育
館
で
は
、
三
春
小
学
校
合
唱

部
・
合
奏
部
、
三
春
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
や
葛
尾
村
の
人
形
劇
な
ど
が
行

わ
れ
、
来
場
者
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
運
動
公
園
駐
車
場
で
は
、
町
内

の
新
鮮
な
農
産
物
や
「
三
春
グ
ル
メ
ン
チ
」、
葛
尾
村
の
凍
餅
、
姉
妹
都
市
岩
手
県

一
関
市
の
特
産
品
、
ま
た
、
三
春
中
学
校
体
育
館
で
は
、
友
好
関
係
に
あ
る
宮
城
県

気
仙
沼
市
の
特
産
品
、
町
内
企
業
・
団
体
に
よ
る
製
品
の
展
示
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ブ
ー
ス
が
出
店
し
ま
し
た
。
町
民
体
育
館
駐
車
場
で
は
、
県
内
他
市
町
村
の
名
物
を

販
売
す
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
並
び
、
ま
た
、
毎
年
恒
例
の
湯
ど
う
ふ
食
べ
く
ら
べ
大

会
が
19
名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
見
事
優
勝
し
た
の
は
、
熱
々
の
湯
豆

腐
７
・
５
丁
を
美
味
し
く
食
べ
き
っ
た
一
関
市
の
千
葉
さ
ん
で
、
来
年
２
月
に
京
都

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
の
出
場
権
と
豪
華
商
品
を
手
に
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引

き
続
き
司
会
進
行
を
務
め
た
ラ
ジ
オ
福
島
の
鏡
田
辰
也
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
軽
快
な
語

り
が
、
会
場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
を
大
き
く
湧
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

10
日
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
悪
天
候
に
よ
り
一
部
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
・
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
田
村
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
強
風
に
も
負
け
な
い
元
気

な
演
奏
に
続
き
、
ド
キ
ド
キ
！
プ
リ
キ
ュ
ア
シ
ョ
ー
、
葛
尾
村
の
神
楽
、
舞
踊
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
民
体
育
館
で
は
特
別
出
演
の
森
昌
子
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
美
し
い
歌
声
が
会
場
を
包
み
込
み
、
１
、０
０
０
人
の
観
客

は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

天
候
に
こ
そ
左
右
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
を
上
回
る
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
訪
れ
、

大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

問い合わせ先　産業課　商工観光グループ　☎62-3960

第
10
回
三
春
秋
ま
つ
り
が

　
　
　
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た

オープニングセレモニーでのテープカット

毎年恒例の湯どうふ食べくらべ大会森昌子ミニコンサート

大勢の人で賑わう会場 動物ふれあいコーナー

ウルトラヒーローショー

三春中学校吹奏楽部による演奏

三春マスコットキャラクター人気投票



ベ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ
ン
タ
ー

三
春
の
里
ベ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ
ン
タ
ー

し
尿
汲
み
取
り

▼ ごみの収集・持込カレンダー ● 

ご
み
の
収
集

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
は
、

各
地
区
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
お
手
元
の
「
ご

み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

● 

町
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

　

 

直
接
ご
み
を
持
ち
込
む
場
合

▼ 

年
末　
12
月
30
日
（
月
）
ま
で

▼ 

年
始　
１
月
６
日
（
月
）
か
ら　

　
通
常
ど
お
り
業
務
い
た
し
ま
す
。

▼ 

受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※ 

時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

　
　
　

 

清
掃
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎
62-

６
１
２
３

● 

年
末　

12
月
27
日
（
金
）
ま
で

● 

年
始　

１
月
６
日
（
月
）
か
ら

　

年
末
年
始
の
休
業
日
以
外
は
、
毎
日
受
付
、
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
▽ 

ベ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ
ン
タ
ー	

☎
62-

０
２
２
２

▽ 

三
春
の
里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー	

☎
62-

８
０
１
０

▽ 

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ	

☎
62-

２
１
４
７

● 

年
末　

12
月
27
日
（
金
）
ま
で

● 

年
始　

１
月
６
日
（
月
）
か
ら

　

年
末
に
な
り
ま
す
と
平
常
ど
お
り
作
業
を
進
め

る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

★ 

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

▼ 

留
守
家
庭
な
ど
の
し
尿
汲
取
り
、
浄
化
槽
保
守
点
検

管
理
お
よ
び
浄
化
槽
清
掃
手
数
料
な
ど
は
田
村
市
、
三

春
町
、
小
野
町
の
金
融
機
関
窓
口
で
お
支
払
い
い
た
だ

く
か
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
。
口
座
振
替
の
手

続
き
は
、
金
融
機
関
に
申
込
み
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

ト
イ
レ
お
よ
び
浄
化
槽
に
は
、し
尿
お
よ
び
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
異
物
は
入
れ
な
い
で
下
さ
い
。

▼ 

台
所
で
洗
浄
の
際
、皿
な
ど
の
油
汚
れ
な
ど
は
い
っ

た
ん
紙
な
ど
で
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
浄
し
、
ま
た
、

米
の
と
ぎ
汁
な
ど
は
庭
木
な
ど
の
肥
料
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　
　

 　

 

☎
82-

１
２
７
２

休み

14（土）
15（日）
16（月）
17（火）
18（水）
19（木）
20（金）
21（土）
22（日）
23（月）
24（火）
25（水）
26（木）
27（金）
28（土）

29（日）

30（月）

31（火）

1（水）
2（木）
3（金）
4（土）
5（日）
6（月）

収集（地区集積所） 持込（清掃センター）

休み

午前９時〜午後４時地区別ごみ収集
カレンダーのとおり

地区別ごみ収集カレンダーのとおり

12
月

１
月

休み

午前９時〜午後４時

午前９時〜午後４時

休み

休み

月  日

地区別ごみ収集
カレンダーのとおり

休み

休み

休み

地区別ごみ収集カレンダーのとおり
地区別ごみ収集カレンダーのとおり
（旧町B地区のみ収集）

窓
口
業
務

ご
み
の
収
集
・
持
込

● 

12
月
27
日
（
金
）　

通
常
業
務

● 

12
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）　

休
み

● 

12
月
30
日
（
月
）

▼ 

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
12
時

▼ 

業
務
内
容　
通
常
の
日
曜
窓
口
業
務

※ 

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄

　

本
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
、
印
鑑
登
録
・

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
申
請
受
付
事
務
の

　

み
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
印
鑑
登
録
に
つ
い
て
、
代
理
人
や

運
転
免
許
証
な
ど
官
公
署
が
発
行
し
た
身
分

証
明
書
を
持
っ
て
い
な
い
方
が
行
う
場
合
は
、

当
日
の
登
録
や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
は

行
え
ま
せ
ん
。

※ 

税
証
明
・
納
税
関
係
、
町
営
住
宅
・
上
下

　

水
道
使
用
料
な
ど
の
収
納
に
つ
い
て
は
、
通

　

常
ど
お
り
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

● 

12
月
31
日
（
火
）
〜
１
月
４
日
（
土
）　

休
み

※ 

戸
籍
届
書
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
宿
直

　

室
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

● 

１
月
５
日
（
日
）

▼ 

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
12
時

▼ 
業
務
内
容　
通
常
の
日
曜
窓
口
業
務

● 
１
月
６
日
（
月
）

▼ 
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼ 

業
務
内
容　
通
常
ど
お
り

▼ 

問　
住
民
課 
住
民
グ
ル
ー
プ　
　

 　

 

　
　
　

 

☎
62-
８
１
２
６

　
　
　

 

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ　
　

 　

 

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

　
　
　

 

税
務
課 

課
税
グ
ル
ー
プ　
　

 　

 

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
７

　
　
　

 

税
務
課 

収
納
グ
ル
ー
プ　
　

 　
 

　
　
　

 

☎
62-

２
１
３
６
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福岡大学委託による
「福島原発事故後の子どもの生
活と健康に関する調査」

生年月日2008年4月2日から2009年4月1日ま
での男女個人全員平成24年11月8日

株式会社
サーベイリサーチセンター　
代表取締役　藤澤士朗

御木沢地区内(大字御祭)の消
防団新入団員候補者把握

御木沢地区内(大字御祭)の15歳以上30歳
までの男性平成24年12月5日

申出者の氏名（法人の場合はその名称およ
び代表者または管理人の指名） 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲閲覧の年月日

三春町消防団
三春分団第七部長
飛田孝

八島台地区内の消防団新入団
員候補者把握 八島台地区の18歳以上30歳までの男性平成24年12月12日

三春町消防団
御木沢分団第二部長
遠藤勝美

三春町消防団
岩江分団長　細川正和

社団法人
新情報センター事務局長
平谷伸次

日本放送協会委託による「衆院
選後の政治意識・2013」調査

岩江地区内(大字下舞木)の消
防団新入団員候補者把握

日本放送文化研究所委託によ
る「テレビ視聴とメディアについ
ての調査」
一般財団法人ゆうちょ財団委託
による「家計と貯蓄に関する調
査」

平成25年2月4日

大字下舞木12名平成25年1月23日

大字下舞木地区の18歳以上30歳までの男性

株式会社
日本リサーチセンター
代表取締役　鈴木稲博

平成25年10月23日

平成25年10月8日 大字上舞木地区の16歳以上の男女12名

大字熊耳、字北町の平成5年10月31日ま
でに生まれた満20歳以上の男女20名

株式会社
日本リサーチセンター
代表取締役　鈴木稲博

住民基本台帳の閲覧状況を公表します
　「住民基本台帳法」第 11 条第３項および第 11 条の２第 12 項、「住民基本台帳の一部の写しの閲覧及び住民票
の写し等の交付に関する省令」第３条の規定に基づき、次のとおり公表します。
１　公表対象期間　平成 24 年 11 月１日～平成 25 年 10 月 31 日
２　住民基本台帳の一部の写しの閲覧

（１）国また地方公共団体の機関の請求による閲覧（住民基本台帳法第 11 条第３項に基づく公表分）

（２）個人または法人の申出による閲覧（住民基本台帳法第 11 条の２第 12 項に基づく公表分）

自衛隊福島地方協力本部郡
山地域事務所

自衛官募集のための対象者情報の
収集（根拠法令：自衛隊法第29条
第1項、同第35条）

三春町全域の平成7年4月2日から平成8年
4月1日生まれの男女および平成10年4月2
日から平成11年4月1日生まれの男子

平成24年11月12日

国または地方公共団体の機
関の名称 請求事由の概要 閲覧に係る住民の範囲閲覧の年月日

三春町役場総務課
震災以後の子育て環境・こども環境
に関する調査

18歳未満の子どもがいない20歳～70歳未
満の人、未就学児童の保護者および小学生
児童の保護者45名

平成25年10月9日

▶ 問い合わせ先　住民課 住民グループ　☎ 62-8126

　国民医療費は年々増加しています。正しい食習慣を身につけることで生活習慣病を予防することができます。病院
や薬にたよらず、まず自分で病気にならないようやれるところから始めてみましょう。
　食べたものは消化・吸収され、私たちのからだを作っています。やせていたり、太っていたり・・・日頃の食事の
結果です。自分の適性体重を知り、定期的に体重測定をして、日々の活動に見合った食事量にしましょう。
○ 自分の適性体重（標準体重）はどのくらい？
　標準体重＝身長○ｍ × 身長○ｍ ×22 ＝○㎏
○ やせてる？太っている？ BMI を計算してみましょう。
　自分の BMI ＝体重○㎏ ÷ 身長○ m ÷ 身長 m = ○
　食事を作ったり、選んだりするときに、主食、主菜、副菜を組み合わせることを意識すると、栄養面をはじめ、見
た目にもバランス良い食事になります。
○ 主食（ごはん、パン、めんなどの穀類を主な材料にした料理です。炭水化物を多く含みエネルギーのもとになります。）
○ 主菜（魚、肉、たまご、大豆を主な材料にした料理です。たんぱく質や脂質を多く含みます。）
○ 副菜（野菜、いも、海そうなどを主な材料にした料理です。いろいろなビタミン、鉄、カルシウム、食物繊維など
　を多く含みます。）

●● 保健センターからのお知らせ ●●

問い合わせ先　保健センター　☎62-3166

BMI
18.5未満

25以上
18.5以上25未満

やせ

肥満
標準
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三
春
町
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
に
あ
る
ラ
イ
ス
レ

イ
ク
高
校
へ
の
交
換
留
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
、
海
外
で
の
生
活
を
体
験
で
き
る
機
会
で
す
の
で
、
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
高
校
へ
の

　
　
　
　
　
留
学
生
を
募
集
し
ま
す

▼ 

留
学
期
間　

　

 

平
成
26
年
８
月
～
平
成
27
年
６
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
か
月
）

▼ 

事
業
内
容

① 

留
学
先　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ウ
ィ
ス
コ

　

ン
シ
ン
州
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
高
校

② 

滞
在
先　
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
内
で
の
ホ
ー

　

ム
ス
テ
イ

▼ 

費
用
負
担

① 

渡
航
費
用　

25
万
円
程
度
（
往
復
航
空

　

運
賃
な
ど
交
通
費
）

② 

ビ
ザ
な
ど
の
諸
費
用　
62
万
円
程
度
（
留

　

学
計
画
、
在
留
資
格
、
ビ
ザ
、
保
険
な
ど
）

※ 

金
額
は
、
外
国
為
替
相
場
の
状
況
に
よ

　

り
変
動
が
あ
り
ま
す
。

③ 

そ
の
他
、
日
常
生
活
に
か
か
る
費
用
は
受

　

け
入
れ
先
の
好
意
に
よ
り
無
償
で
す
が
、

　

渡
航
先
で
の
旅
行
、
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の

　

経
費
は
各
自
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼ 
募
集
定
員　

　

２
名
程
度

▼ 
応
募
資
格　

　

① 

三
春
町
在
住
の
高
校
生
お
よ
び
田
村

高
校
生
／
② 
留
学
目
的
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
方
／
③ 
心
身
と
も
に
健
康
で
積
極

性
と
適
応
性
が
あ
る
方
／
④ 

国
際
理
解
お

よ
び
英
語
に
強
い
興
味
関
心
を
持
つ
方
／ 

⑤ 

日
本
文
化
を
紹
介
で
き
る
方
／
⑥ 

学

業
成
績
が
中
程
度
以
上
の
方
／
⑦ 

保
護
者

の
同
意
と
協
力
を
得
ら
れ
る
方
／
⑧ 

学
校

長
と
担
任
教
諭
の
推
薦
を
得
ら
れ
る
方
／ 

⑨ 

留
学
先
の
校
則
お
よ
び
教
師
に
従
う
意

思
の
あ
る
方
／
⑩ 

主
催
者
へ
の
誓
約
事
項

を
厳
守
で
き
る
方

▼ 

提
出
書
類

　

① 

申
込
書
／
② 

作
文
（
留
学
目
的
に
つ

い
て
、
市
販
の
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２

枚
以
上
）
／
③ 

担
任
所
見
（
厳
封
）

▼ 

申
込
期
限　

　

平
成
26
年
１
月
14
日
（
火
）

▼ 

選
考
方
法　

　

書
類
審
査
後
、
面
接
お
よ
び
筆
記
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

▼ 

そ
の
他　

　

当
事
業
は
受
入
れ
側
（
国
・
高
校
・
協
会

な
ど
）
の
事
情
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

☎
62-

３
８
３
７

に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
　
　
　
　
沢
石
地
区
の
紹
介

※ 12月23日（月）は祝日（天皇誕生日）のため休みです。

岩　江
中　妻
要　田

三　春

沢　石
御木沢
中　郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所

沢石会館
駅前集会所

自然観察ステーション

曜日地区 会場 12月開催日
2日・9日・16日

3日・10日・17日・24日

4日・11日・18日・25日

5日・12日・19日・26日

6日・13日・20日・27日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　

☎ 

62-

３
９
５
０

　

各
地
区
で
好
評
実
施
中
の
「
に
こ
に
こ
元
気

塾
」
で
す
が
、
今
回
は
沢
石
地
区
の
様
子
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

沢
石
地
区
は
34
名
登
録
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

70
歳
代
が
半
数
以
上
を
占
め
、
比
較
的
若
い
人
た

ち
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
み
な
さ
ん
ハ
ツ
ラ
ツ

と
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
に
こ
に
こ
元
気
塾
の

見
学
や
申
し
込
み
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

佐
久
間
享
子
さ
ん
（
富
沢
）

　

近
所
の
人
た
ち
と
楽
し
く

一
緒
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
運

動
や
栄
養
、
口
腔
の
話
も
生
活

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

橋
本
昭
子
さ
ん
（
富
沢
）

　
忙
し
く
て
も
参
加
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
お
陰
で
か
ら

だ
の
調
子
も
良
く
、
歩
く
の
も

楽
に
な
り
ま
し
た
。

渡
辺
ヨ
シ
子
さ
ん
（
富
沢
）

　

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
年
齢
が

違
っ
て
も
、
運
動
し
た
り
お
話

し
た
り
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

渡
辺
伝
之
亟
さ
ん
（
富
沢
）

　
皆
さ
ん
と
一
緒
に
運
動
す
る

と
心
も
体
も
ス
ッ
キ
リ
し
て
楽

し
く
な
り
ま
す
。

佐
久
間
キ
ミ
さ
ん
（
実
沢
）

　
諸
先
生
の
ご
指
導
に
よ
り
体

調
が
良
く
な
り
、
自
宅
で
も
運

動
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

小黒歯科衛生士による歯みがき指導のようす
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三
春
町
青
少
年
問
題
協
議
会
主
催
に
よ
る
青
少
年
健
全
育
成
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
各
中
学
校
か
ら
３
３
２
点
の
標
語
が
寄
せ
ら
れ
、
10
月
24
日
の
最

終
審
査
会
で
、
12
名
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
入
選
作
品
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
入
選
作
品
と
入
選
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
25
年
度
青
少
年
健
全
育
成
標
語
が
決
ま
り
ま
し
た

【
入
選
作
品
】（
入
選
者
名
・
学
校
名
）
※ 

敬
称
略

▽ 「
お
は
よ
う
」
の　
元
気
な
子
の
声　
光
る
朝

村
上　

玲
弥
（
三
春
中
学
校
１
年
）

▽ 

遅
く
な
い　
気
づ
い
た
そ
の
時　
や
め
た
な
ら　

渡
辺
沙
祐
未
（
三
春
中
学
校
１
年
）

▽ 「
お
帰
り
」
と　
あ
た
た
か
い
声　
あ
り
が
と
う

伊
藤　

雪
乃
（
三
春
中
学
校
１
年
）

▽ 

真
っ
す
ぐ
に　
生
き
る
こ
と
こ
そ　
親
孝
行

相
良　

葉
子
（
三
春
中
学
校
１
年
）

▽ 

あ
い
さ
つ
と　
笑
顔
で
つ
く
る　
み
ん
な
の
和

須
藤　

絢
子
（
三
春
中
学
校
２
年
）

▽ 

人
と
人　
つ
な
ぐ
架
け
橋　
思
い
や
り吉田　

菜
月
（
三
春
中
学
校
２
年
）

▽ 

悪
の
道　
自
ら
進
む
な　
近
づ
く
な安

部　

結
美
（
三
春
中
学
校
２
年
）

▽ 

思
い
や
り　
笑
顔
で
始
ま
る　
心
の
輪佐久

間
美
結
（
三
春
中
学
校
２
年
）

▽ 
あ
り
が
と
う　
み
ん
な
持
っ
て
る　
合
言
葉

伊
藤
あ
す
か
（
岩
江
中
学
校
１
年
）

▽ 

一
人
ず
つ　
み
ん
な
で
つ
な
ぐ　
笑
顔
の
輪

秋
屋　
　

悠
（
岩
江
中
学
校
１
年
）

▽ 

思
い
や
り　
持
て
ば
持
つ
ほ
ど　
み
な
笑
顔

高
橋　

汐
紀
（
岩
江
中
学
校
３
年
）

▽ 

あ
い
さ
つ
は　
心
を
つ
な
ぐ　
パ
ス
ポ
ー
ト

橋
本　

皓
紀
（
岩
江
中
学
校
３
年
）

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」 

☎
62-

３
８
３
７

　

入
選
作
品
は
、来
年
１
月
か
ら
１
年
間
に
わ
た
り
毎
月
１
作
品
ず
つ
「
広

報
み
は
る
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
全
国
保
護
司
連
盟
審
査
会
へ
出
品

し
ま
す
。

　

師
走
に
入
り
、
降
雪
が
心
配
さ
れ
る
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
除
雪
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
備
え
、
除
雪
の
基
準
と
除
雪
時
の
お

願
い
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

除
雪
を
行
う
基
準

▽ 

町
道
の
積
雪
が
お
お
む
ね
15
セ
ン

　

チ
以
上
に
達
し
、
さ
ら
に
降
雪
が

　

予
想
さ
れ
る
場
合
に
行
い
ま
す
。

▽ 

除
雪
は
積
雪
が
10
セ
ン
チ
以
下

　

に
な
る
よ
う
に
行
い
ま
す
。

▽ 

主
要
幹
線
、
通
勤
・
通
学
路
な

　

ど
緊
急
度
の
高
い
路
線
か
ら
除

　

雪
を
行
い
ま
す
。

▼ 

除
雪
時
の
お
願
い

▽ 

路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の
障

　

害
や
事
故
発
生
の
原
因
と
な
り

　

ま
す
の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

自
宅
の
近
く
は
、
で
き
る
だ
け
自

　

力
で
雪
か
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

除
雪
は
、
一
斉
に
は
で
き
ま
せ

　

ん
の
で
、
遅
く
な
る
地
区
が
出

　

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
ご
了
承

　

く
だ
さ
い
。

▽ 

除
雪
作
業
に
よ
り
、
住
宅
の
出

　

入
口
な
ど
に
た
ま
る
雪
は
、
皆
さ

　

ん
で
雪
か
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

除
雪
後
に
は
、
道
路
に
雪
を
出

　

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽ 

除
雪
や
融
雪
剤
の
要
望
は
、
各

　

地
区
の
除
雪
協
力
会
長
（
区
長
）

　

を
通
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
建
設
課 

建
設
グ
ル
ー
プ

 　
　
　

☎
62-

２
１
１
５

除
雪
に
ご
協
力
を

12

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
の
中
で
人

権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が
起

き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権
を

擁
護
し
て
い
く
こ
と
を
使
命
と
し

て
い
ま
す
。
三
春
町
で
は
５
名
の

方
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
２
名
の
方
が
任
期
満
了

と
な
り
、
10
月
１
日
付
け
で
髙
橋

正
美
さ
ん
が
新
任
、
加
藤
康
子
さ

ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
毎
月
定
例

の
人
権
相
談
の
ほ
か
、
個
別
で
の

相
談
に
も
応
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　
〜
12
月
４
日
か
ら
10
日
は

　
　
　
　
　
　
　
人
権
週
間
で
す
〜

▼ 

問　

 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　

 　

☎
62-

８
１
２
６

髙橋正美さん
（八島台）

人
権
擁
護
委
員
委
嘱

▼ 

新
任
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本

的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確

保
す
る
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て

の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達

成
す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月

10
日
の
第
３
回
国
際
連
合
総
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
、
本
年
で
採
択

64
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
ら
れ
た
12
月
10
日
を
最
終

日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
こ
の
期
間
中
は
、
人
権

擁
護
委
員
を
中
心
と
し
て
、
人
権

思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
の

行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

★ 

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

今
月
も
、
特
設
人
権
相
談
所
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 
日
時　
12
月
３
日
（
火
）

　
　
　

 　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼ 

場
所　
役
場
４
階
委
員
会
室

人権啓発のようす



　

三
春
町
で
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
会
か

ら
推
薦
さ
れ
た
67
名
の
方
々
に
健
康
づ
く
り

推
進
員
と
し
て
、
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

中
郷
地
区
で
は
、
11
名
の
方
に
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
、
自
分
自
身
や
家
族
及
び
地
域
の

健
康
づ
く
り
活
動
を
行
い
ま
す
。
任
期
は
１

年
間
で
す
。

　

研
修
会
へ
参
加
し
、
健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
学
習
を
す
る
ほ
か
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
健
康
づ
く

り
の
情
報
提
供
や
健
診
、
教
室
の
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
な
る
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

中
郷
地
区
の
健
康
づ
く
り

推
進
員
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　

☎
62-

５
１
１
０

中郷地区の健康づくり推進員の皆さん

　
「
三
島
通
庸
と
風
刺
画
」

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
第
２
回
の
歴
史
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
県
議
会
に
お
い

て
河
野
広
中
ら
と
対
立
し
、
自
由
民
権
運
動

を
弾
圧
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
三
島
通
庸

と
、
そ
の
時
代
の
風
刺
画
を
取
り
上
げ
ま

す
。
世
情
や
時
の
政
権
に
対
す
る
風
刺
は
、

江
戸
時
代
か
ら
庶
民
の
心
情
を
表
す
も
の
と

し
て
、
浮
世
絵
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
明
治
時
代
の
人
々
は
、
ど
ん
な

世
相
を
切
り
取
り
、
ど
の
よ
う
な
絵
に
仕
立

て
た
の
か
見
て
い
き
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、

資
料
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 
開
催
日
時　
12
月
21
日
・
１
月
25
日
（
土
）

　

各
回　

午
前
10
時
30
分
～
12
時 

▼ 

場
所　
資
料
館
研
修
室

▼ 

定
員　
20
名

▼ 

申
込
期
限　
12
月
17
日
（
火
）
ま
で
、
お

　

電
話
で
資
料
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

５
２
６
３

★ 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
人
形
館
臨
時
休
館
の

　
お
知
ら
せ

　

役
場
周
辺
の
桜
川
改
修
工
事
に
伴
う
電
柱

移
設
工
事
が
、
12
月
７
日
（
土
）
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
歴
史
民
俗
資
料
館
が
停

電
と
な
り
ま
す
の
で
、
臨
時
休
館
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
併
せ
て
人
形
館
も
臨
時
休

館
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
第
２
回
資
料
館
歴
史
講
座

　

町
有
財
産
の
有
効
活
用
と
自
主
財
源
確
保

の
た
め
、
今
後
、
町
と
し
て
利
活
用
の
見
込

み
が
な
い
未
利
用
町
有
地
を
売
却
し
ま
す
。

▼ 

申
込
期
間　
12
月
２
日
（
月
）

〜
平
成
26
年
１
月
31
日
（
金
）

※ 

土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

▼ 

売
却
方
法

▽ 

役
場
備
付
け
の
購
入
申
込
書
に
よ
り
申

込
み
を
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
最
低
売
却
額

以
上
で
最
高
値
の
購
入
額
を
提
示
し
た
方

と
土
地
売
買
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

▽ 

契
約
締
結
後
に
、
土
地
購
入
代
金
を
納

入
し
て
い
た
だ
き
、
原
則
、
土
地
は
現
状

地
で
の
引
渡
し
と
し
ま
す
。

▽ 

購
入
希
望
者
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
売

却
条
件
な
ど
を
見
直
し
た
う
え
で
、
再
公

募
を
実
施
し
ま
す
。

▼ 

申
込・問　
財
務
課 

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ

　

 　
　
　
　
　

☎
62-

２
１
３
２

未
利
用
町
有
地
を
売
却
し
ま
す

所在地 現況地目 地積 最低売却額

宅地

雑種地

雑種地

雑種地

356.62㎡

251.16㎡

1,097.00㎡

1,355.88㎡

字亀井163-3

字雁木田21-5

大字平沢字谷戸561

大字斎藤字町田59-2

1,910,000円

1,921,000円

2,719,000円

2,290,000円

１

２

３

４

No.

▼ 売却物件

※ 売却物件の詳細については、町ホームページまたは、
　役場財務課管理契約グループでご確認ください。
※ No1・2 については再公募（価格見直し）を行っています。

　
「
認
知
症
」
と
は
老
い
に
と
も
な
う
病
気
の

一
つ
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
脳
の
細
胞
が

死
ぬ
、
ま
た
は
働
き
が
悪
く
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
記
憶
・
判
断
力
の
障
害
な
ど
が
起
こ
り
、

意
識
障
害
は
な
い
も
の
の
社
会
生
活
や
対
人
関

係
に
支
障
が
出
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
や
脳
血
管
性
認
知
症
は
、

野
菜
・
果
物
・
魚
介
類
の
豊
富
な
食
事
を
心
掛

け
た
り
、
定
期
的
な
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
た

り
と
、
普
段
か
ら
の
生
活
管
理
が
認
知
症
の
予

防
に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
症
状
が
軽
い
段
階
の
う
ち
に
認
知

症
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
適
切
な
治
療
が

受
け
ら
れ
れ
ば
、
薬
で
認
知
症
の
進
行
を
遅

ら
せ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
症
状
を
改
善

し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
自
分
自
身

や
家
族
・
同
僚
、
友
人
な
ど
周
り
の
人
に
つ

い
て
「
も
し
か
し
て
認
知
症
で
は
」
と
思
わ

れ
る
症
状
に
気
づ
い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず

専
門
家
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

認
知
症
の
一
例

▽ 

体
験
し
た
事
を
す
べ
て
を
忘
れ
る
。

　
（
朝
ご
は
ん
を
食
べ
た
こ
と
自
体
な
ど
。）

▽ 

も
の
忘
れ
の
自
覚
が
な
い
。

▽ 

探
し
物
に
対
し
て
誰
か
が
盗
っ
た
な
ど

と
、
他
人
の
せ
い
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。

▽ 
症
状
が
進
行
す
る
。

▼ 

参
考　
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン

　
（h

ttp
://w

w
w

.g
o

v
-o

n
lin

e
.g

o
.jp

/
useful/article/2

0
1

3
0

8
/1

.htm
l

）

▼ 

問　
三
春
町
い
き
い
き
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
三
春
町
福
祉
会
館
内
）

　
　
　

 

☎
62-

８
５
８
６

知
っ
て
お
き
た
い
認
知
症
の
キ
ホ
ン
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三
春
町
の
除
染
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

三
春
町
で
は
、「
三
春
町
除
染
実
施
計
画
」
な
ど
に
基
づ
き
、
仮
置
き
場
の
整
備
や
住
宅
地
・

公
共
施
設
・
農
地
な
ど
の
除
染
を
進
め
て
お
り
、
今
回
は
主
な
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

農
地
除
染
の
実
施
状
況

▼ 

町
内
全
域
を
対
象
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等
機

　
械
に
よ
る
農
地
（
普
通
畑
）
の
除
染
を
実

　
施
し
て
い
ま
す
。

▽ 

除
染
実
施
面
積
（
９
月
30
日
現
在
）

　

畑
地
（
１
５
０
・
４
ha
）

　

樹
園
地
（
14
・
７
ha
）

　

牧
草
地
（
60
・
０
ha
）

▽ 

農
地
除
染
の
受
付　

　
秋
野
菜
を
収
穫
し
て
空
い
た
普
通
畑
（
野

菜
畑
）の
除
染
受
付
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
農
家
は
、
役
場
除
染
対
策
課
ま

た
は
Ｊ
Ａ
た
む
ら
関
係
機
関
に
「
除
染
実
施

同
意
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

普
通
畑
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対
策

　
進
入
路
が
狭
い
な
ど
ト
ラ
ク
タ
ー
等
機
械

に
よ
る
農
地
除
染
が
困
難
な
農
地（
普
通
畑
）

を
対
象
に
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
吸
収
抑
制

対
策
と
し
て
、
カ
リ
肥
料
を
配
布
し
ま
す
。

　

申
込
み
に
関
す
る
こ
と
は
、
次
の
機
関
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

住
宅
地
の
除
染
な
ど
の
実
施
状
況

▼ 

住
宅
地
除
染
や
除
染
の
実
施
に
必
要
と
な
る

　
基
本
的
な
調
査
（
事
前
調
査
）
を
実
施
し
て

　
い
ま
す
。

仮
置
場
の
整
備
状
況

▼ 

地
区
ご
と
に
仮
置
き
場
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

今
後
の
取
組
み

▼ 
今
後
も
町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
関
係

　

機
関
な
ど
の
理
解
や
協
力
を
得
な
が
ら
、

　

仮
置
き
場
の
整
備
や
住
宅
地
除
染
を
進
め

　

て
い
き
ま
す
。

▼ 

農
地
（
普
通
畑
）
の
除
染
に
つ
い
て
は
、

　

平
成
26
年
度
末
の
完
了
を
目
指
し
て
、
除

　

染
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

沢　石
要　田
御木沢

中　妻

中　郷
三　春

岩　江

2．1

0．9

2．2
1．1

大字富沢字垣ノ内地内

面積（ha）地区 場所 備考

◆ 地区ごとの仮置き場の整備状況

地元除染推進協議会として候補地を決定
現在、地域住民と話し合い中

大字鷹巣字流田地内

大字込木字駒込・笹久保地内
字大久保・沼ノ倉地内

平成25年4月30日完成
除染廃棄物を受入中

平成25年9月30日完成
除染廃棄物を受入中
造成工事中
来年春頃に完成予定

除染作業を実施中

事前調査を発注

富沢７組
富沢（7組を除く）、北成田、
七草木、平沢2区

28

324

747

159
160
216
436

対象件数地区 住宅地除染の状況 備考

◆ 住宅地除染などの実施状況

除染作業が完了

沼沢、斎藤、西方
鷹巣

平成25年12月末
完了予定除染作業を実施中

青石、実沢、熊耳、南成田、庄
司、元町、栄町、平沢１区、御
祭３区・４区

八幡町
込木、柴原、貝山、芹ケ沢

除染作業を発注 来年の秋頃を
目途に完了予定

来年の春頃を
目途に完了予定

▼ 

問　
除
染
対
策
課

　
　
　

 

☎
62
‐
１
１
２
２

　
　
　

 

Ｊ
Ａ
た
む
ら
西
部
ア
グ
リ
事
業
所

　
　
　

 

☎
61
‐
１
１
１
２

問い合わせ先　除染対策課　☎62-1122

農地除染（プラウ耕）のようす農地除染（ロータリー耕）のようす
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● 町内小中学校等・主な施設における環境放射線量測定値
（単位：マイクロシーベルト／時間）

平成23年
５月23日
0.58
0.78
0.50
1.05
1.18
0.61
0.39
0.59
1.23
0.66
0.50
0.95
1.11
0.36
0.69

（0.13）
（0.11）
（0.09）
（0.14）
（0.13）
（0.12）
（0.11）
（0.12）
（0.16）
（0.15）
（0.12）
（0.29）
（0.21）
（0.12）
（0.15）

平成25年
11月12日

平成25年
10月15日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.12
0.11
0.10
0.15
0.11
0.14
0.09
0.11
0.13
0.14
0.14
0.14
0.15
0.11
0.13

（0.08）
（0.10）
（0.07）
（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.11）
（0.11）
（0.06）
（0.05）
（0.10）
（0.09）
（0.09）
（0.07）

0.13
0.12
0.10
0.15
0.12
0.14
0.09
0.11
0.14
0.13
0.15
0.15
0.17
0.11
0.13

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.10）
（0.11）
（0.12）
（0.08）
（0.06）
（0.10）
（0.09）
（0.10）
（0.08）

※ かっこ内は室内の数値 環
境
放
射
線
量
測
定
値
を

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

現
在
、
町
で
独
自
に
測
定
し
て
い
る
小
中
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
や
主
な
施
設
の
環
境
放
射
線
量
測
定
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成23年
５月23日

平成25年
11月11日

平成25年
10月7日

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

1.30
1.12 
1.30
1.07 
0.85
0.52 
0.65 
0.41 
0.38 
0.59 
0.45 
0.54 
0.49
0.77 
1.33 
1.03
0.75 

0.36
0.18
0.42
0.19
0.24
0.16
0.22 
0.20
0.21 
0.16 
0.19
0.26 
0.16
0.32 
0.43 
0.39
0.31 

0.36
0.20
0.42
0.19
0.25
0.15
0.22 
0.19
0.21 
0.17 
0.20
0.25 
0.16
0.31 
0.43 
0.34
0.29 

○ 環境放射線量の測定は、地上高１ｍで計測しています。

　

三
春
町
大
字
富
沢
地
内
に
設
置
し
た
北

部
三
地
区
（
沢
石
・
要
田
・
御
木
沢
地
区
）

の
仮
置
き
場
の
空
間
線
量
測
定
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
北
部
三
地
区
仮
置
き
場
の
地
下
水

な
ど
の
放
射
性
物
質
検
査
の
結
果
は
、井
戸
、

沈
砂
池
、
調
整
池
い
ず
れ
も
検
出
下
限
値
未

満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
部
三
地
区
仮
置
き
場

　
の
空
間
線
量
に
つ
い
て

◆ 北部三地区仮置き場の空間線量測定結果

※ 仮置き場平場周りなどの７箇所（高さ１ｍ）を測定しています。
※ 測定結果は仮置き場の造成工事により、周辺の山の空間線量を大きく下回っています。

測定点①
0.17
0.17
0.16
0.17
0.18

測定点② 測定点③ 測定点④ 測定点⑤ 測定点⑥ 測定点⑦
0.20
0.19
0.18
0.19
0.19

0.19
0.19
0.16
0.16
0.17

0.17
0.15
0.13
0.19
0.16

0.15
0.16
0.16
0.16
0.16

0.18
0.18
0.16
0.17
0.19

0.13
0.12
0.14
0.13
0.14

平成25年10月2日
平成25年10月9日
平成25年10月16日
平成25年10月23日
平成25年10月30日

測定日

1cm高
0.12
0.13
0.12
0.13
0.16
0.36
0.13
0.14
0.14
0.18

遊具砂場
1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担橋公園
河原公園
田畑公園
中央公園
一本松公園
城山公園
庚申坂公園
番組公園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設
平成25年11月12日

0.13
0.18
0.14
0.14
0.30
0.32
0.13
0.14
0.14
0.32

0.13
0.17
-
0.11
0.18
-
0.13
0.15
0.14
-

（単位：マイクロシーベルト／時間）● 

環
境
放
射
線
量
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

○ 

学
校
な
ど
の
施
設
／
教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
☎
62-

６
３
１
０

○ 

学
校
以
外
の
施
設
／
除
染
対
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
☎
62-

１
１
２
２

○ 

都
市
公
園
／
建
設
課 

都
市
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
62-
２
１
１
３

○ 施設３、６、10 には砂場がありません。

▼ 

問　
除
染
対
策
課

　
　
　

 

☎
62
‐
１
１
２
２
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◆ 

小
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
６
日
に
小
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
文
化
祭
は
、
公
開
文
化
祭
の
な
い
年
に

開
か
れ
る
校
内
文
化
祭
で
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
始
ま
り
、
ま
ず
吹
奏
楽
部
・

合
唱
部
が
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
会
場
に
分
か
れ
て
演
劇
部
、
華
道
部
、
茶
道
部
、

写
真
部
、
美
術
部
、
理
科
部
、
ギ
タ
ー
愛
好
会
、
書
道
愛
好
会
、
有
志
の
演
奏
や
ダ
ン
ス
、

授
業
「
生
物
、
総
合
芸
術
」
な
ど
の
発
表
、
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

短
時
間
で
は
廻
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
内
容
の
濃
い
文
化
祭
で
し
た
。
ま
た
最
後
に
、
全
校

イ
ベ
ン
ト
「
ビ
ー
ン
ズ
・
パ
ス
」
が
行
わ
れ
、
ク
ラ
ス
対
抗
競
技
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５

◆ 

演
劇
『
ラ
リ
ー 

ぼ
く
が
言

わ
ず
に
い
た
こ
と
』
を
鑑
賞

し
ま
し
た

◆ 

田
村
女
子
全
国
へ

 

～
東
北
高
校
駅
伝
で

全
国
大
会
出
場
権
獲
得
～

　

11
月
７
日
に
行
わ
れ
た
東
北
高
校
駅
伝
に

お
い
て
男
子
４
位
、
女
子
６
位
の
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

特
に
女
子
は
全
国
大
会
が
第
25
回
記
念
大

会
の
た
め
、
東
北
地
方
で
１
校
に
与
え
ら
れ

る
特
別
出
場
枠
を
獲
得
し
、
６
年
連
続
19
度

目
の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
県
大

会
で
は
全
国
大
会
出
場
権
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
特
別
出
場
の
チ
ャ
ン

ス
を
見
事
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
12
月
22
日
（
日
）、
今
年
も
都

大
路
（
京
都
）
を
走
り
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

役者たちの迫真の演技

　

11
月
７
日
に
芸
術
鑑
賞
教
室
が
開
か
れ
、

東
京
演
劇
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
『
ラ
リ
ー

ぼ
く
が
言
わ
ず
に
い
た
こ
と
』
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。
正
体
を
隠
し
「
ラ
リ
ー
」
と
い
う
カ

リ
ス
マ
的
人
物
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
登
場

さ
せ
た
、
17
歳
の
少
年
を
主
人
公
と
し
た
作

品
で
す
。

　

前
日
か
ら
準
備
さ
れ
た
舞
台
装
置
や
照
明
・

音
響
、
プ
ロ
の
役
者
の
迫
真
の
演
技
な
ど
を

堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
校
新
体

育
館
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
が
、
写
真
の
通
り
、

ま
る
で
本
格
的
な
劇
場
の
中
に
い
る
よ
う
で

し
た
。

　

な
お
、
こ
の
芸
術
鑑
賞
教
室
は
学
校
公
開

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
保
護
者
の
方
も
鑑

賞
し
ま
し
た
。

茶道部のお茶席全校イベント「ビーンズ・パス」

理科部の発表 演劇部の劇上演

吹奏楽部の演奏合唱部の歌とダンス

本格的な舞台装置、照明
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　町内の小・中学校の様子を町民の方に実際に見ていただき、ご理解をいただくため「学校に行ってみっか月間」
を平成 18 年から毎年開催しております。期間中、特に校内文化祭・学習発表会の日には多くの保護者、町民の方
に参加いただきました。ありがとうございました。

● 「学校に行ってみっか月間」ご協力ありがとうございました

● 三春町 小・中学校音楽祭が開催されました
　11 月 13 日に三春交流館「まほらホール」において、「三春町 小 ･ 中学校
音楽祭」が開催されました。町内全８校から児童生徒が集まり、日頃の音楽
学習の成果を発表しました。
　プログラムは全員による「栄えよ三春」（町民歌）の大合唱から始まりました。
その後、各小・中学校による合唱の発表や合奏の演奏が披露されました。小
学生たちは中学生たちの素晴らしい演奏に感動し、「自分たちも中学生になっ
たらあんな演奏をできるようになりたい。」と思ったようです。

問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　

４
月
か
ら
、「
忠
恕
」「
探
究
」「
必
達
」
の
３
つ
の
言
葉
を

意
識
し
て
教
育
活
動
を
展
開
し
、
生
徒
が
主
役
の
学
校
づ
く
り

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。「
忠
恕
（
豊
か
な
心
と
社
会
性
を
育
て

る
）」
の
柱
の
一
つ
と
し
て
生
徒
会
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
、
生
徒
会
が
取
り
組
ん
だ
校
内
文
化
祭
「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ

（
ハ
ル
フ
ェ
ス
）」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

開
校
し
て
初
め
て
の
文
化
祭
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
文
化
祭
実

行
委
員
や
新
旧
生
徒
会
役
員
を
中
心
に
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
台
風
の
た
め
の
臨
時
休
校
も
あ
り
準
備
期
間
が
十
分
に
は

取
れ
ず
、
生
徒
や
職
員
に
は
あ
わ
た
だ
し
い
毎
日
に
な
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
学
年
、
学
級
、
そ
し
て
一
人
一
人
の
個
性
が
十
分
に

発
揮
さ
れ
た
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。『
序
章
～
僕
ら
が
は
じ
め

の
主
人
公
～
』
の
テ
ー
マ
通
り
、
ど
の
発
表
に
も
際
立
つ
主
人

公
が
現
れ
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
こ
と
も
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
し
た
。
学
年
発
表
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
数
多
く
の
有
志
発

表
に
も
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
会
場
の
体
育
館
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
は
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
学
校
再
編
し
て
仲
間
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
感

動
も
ま
た
大
き
く
な
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

三
春
中
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス
～ 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

～

３年生学年発表のようす

コミュニティガーデンのようす

　10 月５日に沢石小学校で親子バイキング給食が実施されました。
　今回の活動では、献立に多くの地場産物を取り入れることによって、児童の郷土
愛を育てるとともに、県産農産物の旬や安全性の周知を図ることを目的としました。
　メニューは、ごはん３種類、主菜は肉・魚の５種類、副菜５種類、汁物、デザー
ト３種類といつもより豊富なメニューとバイキング形式の給食で、おいしさは倍増
だったようです。

● 沢石小「親子バイキング給食」が実施されました

★ 各学校でのようす

三春小学校 岩江小学校 御木沢小学校

中妻小学校 中郷小学校 沢石小学校 岩江中学校

三春町 小・中学校音楽祭のようす

親子バイキング給食のようす
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町立三春病院News町立三春病院News

10 月９日〜 11 月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

（
児
童
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

物
品

　

伊
藤
裕
司
（
御
免
町
）

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

物
品

　

増
子
忠
一
（
山
田
）

　

宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／
ひ

ま
わ
り
の
会
／
田
村
高
校
Ｊ
Ｒ

Ｃ
／
花
し
づ
く
／
松
蔚
流
舞
扇

会
／
上
野
ト
ク
（
平
沢
）
／
村

上
貞
子
（
八
島
台
）
／
齋
藤
キ

ミ
子（
大
町
）／
橋
本
ミ
ツ
子（
担

橋
）
／
橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）

／
橋
本
光
子
（
御
免
町
）
／
石

塚
ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
）
／
宗
像
文

子
（
船
引
町
）

【
災
害
義
援
金
（
支
援
金
）】

▽ 

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

河
和
田
支
部
（
茨
城
県
）

【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
】

▽ 

村
田
泰
章
（
茨
城
県
）

外来診療のご予約　☎73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎62-3131

世界エイズデー（12月１日）
　世界エイズデー（World AIDS Day：12 月 1 日）は、世界レベルで
のエイズのまん延防止と患者・感染者に対する差別・偏見の解消を
目的に、WHO（世界保健機関）が 1988 年に制定したもので、毎年
12 月 1 日を中心に、世界各国でエイズに関する啓発活動が行われて
います。

＜日曜診療日＞
★ 12 月１日、12 月 15 日
★受付時間
　8 時 45 分～ 11 時 30 分

★ 三春町・福島県県中地方総合防災訓練参加
　10 月 20 日に三春町・福島県県中地方総合防災訓練に参加しました。三春病院では渡辺病院長と看護師２名
が参加し、本番さながらの緊張感の中、多数の負傷者のトリアージ（重症度や緊急度により治療の優先順位を
決めること）訓練を実施しました。
　有事の際に備え、今回の訓練に参加したことを病院の防災訓練に活かしていきます。

★ 第 10 回三春秋まつり参加
　11 月 10 日に三春町運動公園で開催された三春秋まつりに参加しました。三春病院では「まちの保健室」ブー
スを設け、血圧測定、血管年齢測定、骨密度測定、栄養相談、薬剤相談を行い、大勢の方にご利用いただきました。
　ご自身の健康管理に興味を持っていただく良い機会になりました。

★ 外来診療のご予約

　外来診療予約専用ダイヤルで、予約
ができます。

● 外来予約専用ダイヤル
　 ☎ 73-8155

★ 健康講座のご案内

　「お正月を楽しく過ごして、生活習慣病予防のチャレンジ！」
をテーマに健康講座を開催します。ぜひご参加ください。
● 日時　12 月 21 日（土）午後２時 10 分〜３時 10 分
● 場所　町立三春病院３階大会議室
● 申込・問　町立三春病院事務部　☎ 62-3131
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福
島
県
交
通
安
全
県
民
大
会

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た

紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
散
策
路
め
ぐ
り 

　
　
　
　

 

三
春
ウ
オ
ー
ク
開
催

三
世
代
の
も
ち
つ
き
交
流
会

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

　

11
月
２
日
は
中
央
児
童
館
で
、
10
日
は
御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
16
日
に
は
岩
江
児
童
ク
ラ
ブ

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
と
の
も
ち
つ
き
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
ま
ず
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
昔
か
ら
伝
わ
る
メ
ン
コ
・
お
は

じ
き
・
あ
や
と
り
・
将
棋
な
ど
の
伝
統
の
遊
び
を
児
童
た
ち
が
教
わ
り
、
続
い
て
、
児
童
と
保

護
者
と
高
齢
者
が
一
緒
に
な
っ
て
も
ち
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で
な
く
保

護
者
も
餅
つ
き
の
体
験
は
あ
ま
り
な
く
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
手
ほ
ど
き
さ
れ

な
が
ら
の
餅
つ
き
と
な
り
、
日
本
の
伝
統
を
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
食
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
一
生
懸
命
つ
い
た
搗
き
立
て
お
餅
を
、
雑
煮
の
ほ
か
、
き
な
粉
・

あ
ん
こ
・
納
豆
な
ど
を
ま
ぶ
し
た
お
餅
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
食
前
に
は
児
童
が
日
ご
ろ
練
習
し
て
い
る
け
ん
玉
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
児
童
か
ら
お

じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
子
ど
も
の
こ
ろ
の
様
子
を
聞
く
質
問
タ
イ
ム
な
ど
が
あ

り
、
三
世
代
の
心
が
通
う
楽
し
い
交
流
会
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
、
福
島
県
交
通
安
全
県
民
大
会
に

お
い
て
次
の
１
団
体
、
３
名
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
日
頃
よ
り
交
通
安
全

に
努
め
ら
れ
、
地
域
の
啓
発
活
動
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
今
後
と
も
交
通
安
全
活
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

福
島
県
交
通
対
策
協
議
会
長
表
彰　

▽ 

優
良
交
通
安
全
事
業
体　
三
春
町
交
通
安
全
母
の
会

▼ 

福
島
県
警
察
本
部
長･

福
島
県
交
通
安
全

　
協
会
長
連
名
表
彰

▽ 

交
通
安
全
功
労
者　
渡
邉
清
未
、
吉
田
勝
子

▽ 

優
良
運
転
者　
　
　

佐
久
間
勝
美

表彰された皆さん

中央児童館：おばあちゃんに勝てるかな

御木沢：昔の様子が聞けた質問タイム

岩江：みんなでもちつき

　

11
月
９
日
に
、
町
と
福
島
民
報
社
の
主
催
に

よ
る
「
三
春
ウ
オ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
４
回
目
と
な
り
、
約
千
人
の
参
加
者
が
、

紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
街
な
か
の
散
策
路
を
巡

る
約
11
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　

三
春
町
歩
け
歩
け
協
会
の
み
な
さ
ん
に
先
導

い
た
だ
き
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
三
春

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
の
み
な
さ

ん
に
お
寺
や
神
社
な
ど
の
案
内
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
ゴ
ー
ル
し
た

参
加
者
は
、
同
日
開
催
の
三
春
秋
ま
つ
り
も
楽

し
ん
で
い
た
よ
う
で
し
た
。

チェックポイントのようす
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東
北
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡

  

協
議
会
表
彰
受
賞
し
ま
し
た

高
校
女
子
駅
伝

　

田
村
高
校
全
国
大
会
出
場

法
務
大
臣
表
彰
受
賞

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
！

　
　

親
子
が
楽
し
み
ま
し
た

20

　

11
月
７
日
に
行
わ
れ
た
東
北
高
校
駅
伝
大
会

で
、
記
念
大
会
枠
に
よ
る
全
国
大
会
出
場
を
決

め
た
田
村
高
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が

11
月
18
日
、
出
場
報
告
に
町
役
場
を
訪
れ
ま
し

た
。
畑
中
監
督
か
ら
大
会
で
の
選
手
の
活
躍
と

結
果
の
報
告
を
行
っ
た
後
、
鈴
木
町
長
よ
り
全

国
大
会
出
場
激
励
金
が
長
岐
校
長
先
生
へ
手
渡

さ
れ
、
鈴
木
町
長
、
日
下
部
議
長
よ
り
選
手
へ

激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
田
邉
美
咲
主
将
か
ら
「
全
国
大

会
で
は
一
人
一
人
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て
、

先
輩
達
を
超
え
る
走
り
が
し
た
い
。」
と
抱
負

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
12
月
22
日
に
京
都
市
で
開
か
れ

ま
す
。
出
場
さ
れ
る
選
手
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

11
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
、町
民
図
書
館
に
お
い
て「
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
場
所
は
図
書
館
内
や
交
流
館
で
、
古
本
リ
ユ
ー
ス
市
、
特
別
展
示
、
布
絵
本
講
習
会
、
特
別

お
は
な
し
会
を
行
い
ま
し
た
。
お
は
な
し
会
に
参
加
し
た
親
子
連
れ
は
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

職
員
に
よ
る
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
で
光
る
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

特別おはなし会のようす

古本リユース市のようす

　

三
春
町
社
会
教
育
委
員
委
員
長
の
大
河
原
輝

男
さ
ん
が
東
北
地
区
社
会
教
育
連
絡
協
議
会
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
社
会
教
育
委
員
と
し
て
精
励

し
、
地
域
の
社
会
教
育
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

に
よ
る
も
の
で
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
式
は
、
10
月
９
日
に
盛
岡
市
で

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
出
席
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
教
育
長
よ
り
伝
達
さ
れ
町
長
へ

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

受賞された大河原輝男さん（中央）

　

こ
の
た
び
、
11
月
８
日
に
福
島
市
で
開
催
さ

れ
た
第
30
回
福
島
県
更
生
保
護
大
会
に
お
い

て
、
遠
藤
美
萌
子
さ
ん
（
山
田
）
が
法
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
は
、
平
成
４
年
か
ら
長
年
に
わ
た

り
保
護
司
と
し
て
更
生
保
護
事
業
に
尽
力
さ
れ

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受賞された遠藤美萌子さん

全国大会出場を決めた田村高校女子駅伝チームの皆さん



秋
の
褒
章

　

藍
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
　

委
員
が
新
任
さ
れ
ま
し
た

三
春
秋
ま
つ
り
会
場
で

　
　
　
　

太
陽
光
街
路
灯
寄
贈

　

11
月
９
日
に
、
三
春
町
運
動
公
園
の
三
春
秋

ま
つ
り
会
場
に
お
い
て
、
町
内
に
工
場
を
置
く

大
島
工
業
株
式
会
社
か
ら
町
へ
、
同
社
が
製
品

化
し
た
太
陽
光
発
電
街
路
灯
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
街
路
灯
は
、
三
春
中
の
校
庭
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
大
島
哲
雄
代
表
取
締
役
が
鈴

木
町
長
へ
目
録
を
手
渡
し
、
町
長
が
同
社
へ
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
三
春
中
の
添
田

直
彦
校
長
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

贈呈式のようす

　

三
春
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

神
田
昭
壽
さ
ん
が
10
月
31
日
で
任
期
満
了
に
よ

り
退
任
さ
れ
、
宗
像
正
英
さ
ん
が
11
月
１
日
か

ら
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
28
年
10
月

31
日
ま
で
で
す
。

　

三
春
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
３
名

の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
事
項
（
評
価
額
な
ど
）
に
対
し

不
服
申
出
が
あ
っ
た
場
合
、
中
立
的
・
専
門
的

な
立
場
か
ら
不
服
の
内
容
に
つ
い
て
審
査
・
決

定
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
適
正
か
つ
公

平
な
価
格
の
決
定
を
保
証
し
、
固
定
資
産
税
に

お
け
る
課
税
の
公
平
が
図
ら
れ
ま
す
。

▼ 

三
春
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
構
成

・ 

橋
本
と
き
子
委
員
（
大
字
北
成
田
）

・ 

矢
浪
忠
好
委
員
（
八
島
台
）

・ 

宗
像
正
英
委
員
（
大
字
蛇
石
）

新任の宗像正英さん

　

11
月
３
日
、
平
成
25
年
秋
の
褒
章
受
章
者
が
決
定
し
、
三
春
町
か
ら
幕
田
勝
壽
福
島
県
交

通
安
全
協
会
理
事
と
橋
本
善
次
消
防
団
長
が
、
と
も
に
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

藍
綬
褒
章
は
、「
公
衆
の
利
益
を
興
し
成
績
著
明
で
あ
る
者
又
は
公
同
の
事
務
に
尽
力
し

た
者
」
に
贈
ら
れ
、
全
国
で
７
９
５
名
14
団
体
が
受
章
し
ま
し
た
。
お
二
人
の
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

【
橋
本
善
次
さ
ん
】

　

ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
消
防
関
係
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
橋
本
善
次

団
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
消
防
関
連
の
藍
綬
褒
章
は
、
消
防
団
員
や
婦
人
（
女
性
）
防
火
ク

ラ
ブ
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
消
防
防
災
活
動
に
献
身
的
に
努
力
し
、
消
防
の
発
展
に
大
き

く
寄
与
し
た
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
80
名
の
受
章
者
に
総
務
副
大
臣
か
ら
褒
章
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
橋
本
団
長
は
、
平
成
12
年
７
月
に
消
防
団
長
に
就
任
し
て
以
来
、
消
防
団

か
ら
元
気
を
発
信
す
べ
く
、
積
極
的
に
消
防
団
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
橋
本
団
長
の
長

年
に
わ
た
る
積
極
的
な
消
防
活
動
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

【
幕
田
勝
壽
さ
ん
】

　

グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
交
通
関
係
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
幕
田
勝

壽
福
島
県
交
通
安
全
協
会
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。
交
通
関
連
の
藍
綬
褒
章
は
交
通
安
全
活
動
に
永
年

に
わ
た
り
献
身
的
に
精
励
し
、
そ
の
普
及
、
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
当
日

は
国
家
公
安
委
員
長
か
ら
受
章
者
ひ
と
り
ひ
と
り
に
褒
章
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
幕
田
さ
ん
は
昭

和
40
年
代
よ
り
交
通
安
全
活
動
に
従
事
さ
れ
、
昭
和
56
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
、
福
島
県
交
通
安
全
協

会
三
春
支
部
代
議
員
、
平
成
15
年
よ
り
三
春
地
区
交
通
安
全
協
会
会
長
、
平
成
23
年
か
ら
現
在
ま
で
田

村
地
区
交
通
安
全
協
会
会
長
と
し
て
、
交
通
安
全
の
普
及
、
啓
発
活
動
に
献
身
的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
多
年
に
わ
た
る
功
績
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

受章した橋本善次さん

受章した幕田勝壽さん
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▶ 図書館（☎ 62-3375）
　12月 2・4・9・16・23・28〜１月 3日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　12月 2・9・16・24・28〜 1月 4日
▶ ステーション（☎61-1546）
　12月 28日〜 1月 3日
▶ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　12月 2・7・9・16・24・26〜 1月 3日 
▶ 三春交流館（☎62-3837）
　12月 2・9・16・27 〜 1月 3日
▶ 中央児童館（☎62-8666）
　12月 9・29日〜 1月 5日、日曜日、祝日
▶ 子育てサロン（☎62-2748）
　（第 2保育所内）
　12 月 6・13・17・19・27 日〜 1 月 4 日

　土・日曜日、祝日
▶ 役場
　12月 28・29・31〜 1月 4日、土・日曜日、祝日

▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　12月 4・11・18・25日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　12月 1・8・15・22日
　 午前８時 30分〜 12時
※ 取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　12月 28日（土）・29日（日）
　 午前 9時〜午後 4時

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

　三春交流館「まほら」開館 10 周年記念事業
三春交流館運営協会自主事業

演奏：日本フィルハーモニー交響楽団　指揮：松井慶太
　5 年ぶりの本格的なニューイヤーコンサート。当日は、全
世界で放映される「ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団に
よるニューイヤーコンサート」さながらの雰囲気を「まほら
ホール」で味わうことが出来ます。新進気鋭の指揮者：松井
慶太氏によるベートーヴェン作曲「運命」、楽団員の茶目っ

気ある演出のワルツやポルカなどを存分にお楽しみください。
◆ 演奏曲名
　ベートーヴェン	 「交響曲第 5 番・運命」　
　J・シュトラウスⅡ世	 「春の声」
	 「鍛冶屋のポルカ」
	 「観光列車」
	 「美しく青きドナウ」ほか
◆ 日　時　平成 26 年 1 月 13 日（月・祝）午後 3 時開演
◆ 入場料　全席指定（当日は、各券 500 円増し）
　　　　　一般 5,000 円／高校生以下 3,000 円
　　　　　チケット好評発売中！！
＊チケット購入の際は、みはるカードの満点カード（500 円）を使用できます。

「まほら」ニューイヤーコンサート 2014
コミュニティ助成事業

指揮　松井慶太

◆ 日時　平成 26 年１月 12 日（日）※ 成人の日の前日
　 　　　受付　午後０時 30 分 〜　式典　午後１時 30 分 〜
◆ 場所　三春交流館「まほらホール」
◆ 該当者　平成５年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた方で、
　　　　　 町内在住者または出身者
※ 町内に住民登録（平成 25 年９月１日現
　在）されている方には、11 月初旬に案
　内状を送付しています。案内状が届いて
　いない方や住民登録されていない方で、
　三春町の成人式に出席を希望する方は、
　ご連絡ください。

平 成 26 年  三 春 町 成 人 式

今年の成人式のようす

ライスレイク友好庭園メンテナンス派遣事業報告会
　10 月 23 日、ライスレイクの家で今年７月に実施したライスレイク友好庭
園メンテナンス事業の報告会が開催されました。
　三春町が姉妹都市を締結しているアメリ
カ合衆国ウィスコンシン州ライスレイク市
に造園された日本庭園のメンテナンスを行
うため、㈱磐梯園社員３名、町職員１名が
同市に派遣され、庭園の維持管理の技術指
導を行ってきました。
　今回、平成 10 年の庭園建設時からご協
力をいただいている㈱磐梯園に三春町とラ
イスレイク国際交流協会から感謝状が贈呈
されました。

感謝状贈呈のようす
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主な施設の休館日

延長業務



M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 12 月から１月 13 日までのイベント情報 ◆◆◆

28日（土）

12日（日）

8日（日）

4日（土）

三春町教育委員会特別支援教育研修会

25日（水）

磐州市「年末市」

三春小学校学習発表会「はばたけ三春っ子」

12月
15日（日）

平成26年新年交礼会

サウンドオブユニオン第４回冬のコンサート

平成26年三春町成人式

1月

12月

12月

１月

12月

12月

クリスマスコンサート

３月
16日（金）～
17日（土）

22日（日）
12月

「まほら」ニューイヤーコンサート2014

21日（土）

7日（土）

結城奈央ピアノリサイタル

１月12月

13日
（月・祝日）

12月
15日（日）

和知ピアノ教室発表会

クリスマスＹＯＧＡライブ

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

　クリスマスにぴったりな幻想的なキャンドルを作り
ます。
▶ 日　時　12 月 14 日（土）
　　　　　 午前９時 30 分〜 11 時
▶ 場　所　さくら湖自然観察ステーション
▶ 参加料　300 円
▶ 講　師　吉川久三さん

申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

キャンドル作り
　オリジナル和凧作りを行います。
▶ 日　時　平成 26 年１月４日（土）
　　　　　 午前９時 30 分〜午後０時
▶ 場　所　さくら湖自然観察ステーション
▶ 定　員　先着 30 名
▶ 参加料　500 円
▶ 講　師　堀越正文さん

凧作り教室

第２回さくら湖杯学童野球交流大会が開催されました
　10 月 14 日、三春町営運動場で第２回さくら湖杯学童野球交流大会（三春軟
式野球スポーツ少年団主催、三春町教育委員会・三春野球協会後援）の決勝トー
ナメントが開催されました。
　この大会は、青少年の健全育成、軟式野球の普及を目的として開催されたもの
で、三春町、田村市、小野町、郡山市の各チームが参加しました。
　「滝桜ブロック」「さくら湖ブロック」の２ブロックに分かれて開催され、さく
ら湖ブロックに出場した三春軟式野球スポーツ少年団は、準優勝の成績でした。 準優勝した三春軟式野球スポーツ少年団
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味
・
教
養



〈
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
・

　
　
　
　
　

お
は
な
し
会
〉

【
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
】

▼ 

日
時　
12
月
11
・
25
日
（
水
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼ 

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者
、
妊
婦

【
日
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

日
時　
12
月
８
日
（
日
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼ 

対
象　
幼
稚
園
児
と
小
学
校
低
学
年

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

〈
児
童
館
今
月
の
行
事
〉

※ 

場
所
は
中
央
児
童
館
で
す
。

★ 

ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会

▼ 

日
時　
12
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼ 

参
加
料　
１
、０
０
０
円
（
プ

レ
ゼ
ン
ト
、
お
菓
子
、
飲
み
物
代
）

▼ 

申
込
期
限　
12
月
３
日
（
火
）

▼ 

申
込
・
問　
中
央
児
童
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

８
６
６
６

〈
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

今
月
行
事
〉

★ 

の
び
の
び
の
日

▼ 

日
時　
12
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

ス
タ
ッ
フ　

　

臨
床
心
理
士
、
保
育
士
、
保
健

師
な
ど

　

福
島
県
臨
床
心
理
士
会
、
福
島

県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
協
力

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

●　

●　

●

★ 

臨
床
心
理
士
相
談
日

▼ 

日
時　
12
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
子
育
て
の
中
で
気
に
な
る

　

こ
と
、
心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

　

臨
床
心
理
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

　

か
？
（
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

●　

●　

●

★ 

お
誕
生
日
の
つ
ど
い
（
要
予
約
）

▼ 

日
時　
12
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
就
学
前
の
12
月
生
ま
れ

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
６
組

▼ 
内
容　
身
長
体
重
測
定
や
手
形

　

を
押
し
て
自
分
だ
け
の
誕
生
カ
ー

　

ド
を
作
り
、
大
き
な
ケ
ー
キ
を
囲

　

ん
で
お
祝
い
を
し
ま
す
。

　

12
月
生
ま
れ
の
お
友
達
集
ま
っ

　

て
ね
！

▼ 

申
込
期
限　
12
月
17
日
（
火
）

▼ 

申
込
・
問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
　
　

☎
62-

２
７
４
８

〈
入
学
・
通
学
す
る
学
校
の

変
更
に
つ
い
て
〉

　

お
子
さ
ん
が
就
学
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め

る
通
学
区
域
に
よ
り
入
学
す
る
学

校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
個
々
の
状
況
に
よ
り
、

指
定
さ
れ
た
学
校
を
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
、
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、

通
学
の
安
全
が
保
護
者
の
責
任
に

お
い
て
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
す
。

▼ 

例　
次
の
よ
う
な
場
合

▽ 

町
内
の
転
居
に
よ
り
通
学
区
域

　

が
変
わ
っ
て
し
ま
う
が
、
今
ま

　

で
の
学
校
に
通
学
さ
せ
た
い
。

▽ 

保
護
者
が
共
働
き
な
ど
の
事
情

　

に
よ
り
、
放
課
後
、
祖
父
母
宅

　

な
ど
に
子
ど
も
を
預
け
る
た
め
、

　

預
け
先
に
近
い
学
区
の
学
校
に

　

通
学
さ
せ
た
い
。

▽ 

す
で
に
指
定
校
の
変
更
を
受
け

　

て
い
る
兄
・
姉
と
同
じ
学
校
に

　

入
学
さ
せ
た
い
。

▽ 

小
学
校
は
指
定
校
の
変
更
を
受

　

け
て
卒
業
間
近
に
な
っ
た
が
、

　

中
学
校
も
同
様
に
継
続
し
た
学

　

区
に
通
学
さ
せ
た
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
は
三
春
町
内
に

限
定
さ
れ
ま
す
。
他
の
自
治
体
の
設

置
す
る
学
校
に
通
学
さ
せ
た
い
場
合

は
、
別
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、

関
係
す
る
教
育
委
員
会
の
承
諾
な
ど

▼ 

内
容　
身
長
体
重
測
定
が
で
き

ま
す
。
成
長
を
確
認
し
な
が
ら
、

お
子
さ
ん
と
の
時
間
を
も
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
母
子
手
帳
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

●　

●　

●

★ 

お
は
な
し
「
あ
の
ね
」
の
日

▼ 

日
時　
12
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
45
分
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
手

　

遊
び
や
お
話
を
楽
し
む
時
間
で
す
。

●　

●　

●

★ 
「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」

〜
親
子
で
ホ
ッ
と
で
き
る
時
間
〜

　

お
子
さ
ん
は
遊
び
を
楽
し
み
、
お

母
さ
ん
は
交
流
会
で
ホ
ッ
と
す
る
時

間
を
過
ご
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不

要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
12
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

　

お
母
さ
ん

▼ 

内
容　

▽ 

親
子
遊
び
を
保
育
士
と
一
緒
に

　

楽
し
み
ま
す
。

▽ 

お
母
さ
ん
の
た
め
の
「
元
気

　

が
湧
い
て
く
る
交
流
会
」
を

　

開
き
ま
す
。

▽ 

交
流
会
の
間
、
お
子
さ
ん
は
、

　

遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

▽ 

お
子
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
困
っ

　

た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
個
別
相
談

　

も
で
き
ま
す
。

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼ 

問　
教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62- 

６
３
１
０

〈
中
学
校
卒
業
生
の
Ｏ
Ｓ
Ｌ

線
量
計
測
定
に
つ
い
て
〉

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
方
の
Ｏ
Ｓ
Ｌ

線
量
計
の
測
定
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
Ｏ
Ｓ

Ｌ
線
量
計
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
間　

　

12
月
24
日
（
火
）
～
27
日
（
金
）

　

１
月
６
日
（
月
）
～
10
日
（
金
）

▼ 

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼ 

場
所　

 

教
育
委
員
会 

教
育
課

　
　
　
　

 （
役
場
３
階
）

▼ 

問　
教
育
課 

☎
62-

８
１
１
９

〈
献
血
車
が
や
っ
て
き
ま
す
〉

　

今
月
は
次
の
と
お
り
献
血
車
が

町
内
を
巡
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
12
月
19
日
（
木
）

▼ 

時
間
／
場
所

▽ 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

 （
株
）
芳
三
工
業
（
中
田
工
場
）

▽ 

午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分

　

 

ホ
リ
ス
ト
ン
ポ
リ
テ
ッ
ク（
株
）

▽ 

午
後
３
時
〜
５
時

　

 

三
春
町
役
場

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

24



新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

幽
霊
恋
文
（
赤
川
次
郎
）
／
時
の
審
廷

（
芦
辺
拓
）
／
黒
鉄
の
志
士
た
ち
（
植

松
三
十
里
）
／
海
と
月
の
迷
路
（
大
沢

在
昌
）
／
遺
産
（
笹
本
稜
平
）
／
か
の

名
は
ポ
ン
パ
ド
ー
ル
（
佐
藤
賢
一
）
／

偸
盗
の
夜
（
澤
田
ふ
じ
子
）
／
ゼ
ツ
メ

ツ
少
年
（
重
松
清
）
／
傷
（
堂
場
瞬
一
）

／
上
石
神
井
さ
よ
な
ら
レ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
（
長
沢
樹
）
／
明
治
・
妖
モ
ダ

ン
（
畠
中
恵
）
／
さ
わ
ら
び
の
譜
（
葉

室
麟
）
／
ユ
ニ
コ
ー
ン
（
原
田
マ
ハ
）

／
祈
り
の
幕
が
下
り
る
時（
東
野
圭
吾
）

／
鏡
の
花
（
道
尾
秀
介
）
／
と
っ
ぴ
ん

ぱ
ら
り
の
風
太
郎
（
万
城
目
学
）
／
と

も
え
（
諸
田
玲
子
）
／
竜
と
の
舞
踏
１

（
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｒ
・
Ｒ
・
マ
ー
テ
ィ
ン
）

／
11
／
22
／
63
上
・
下
（
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ン
・
キ
ン
グ
）
／
フ
ク
シ
マ
・
ノ
ー
ト

（
ミ
カ
エ
ル
・
フ
ェ
リ
エ
）

今月の お すす め 本
こ
れ
で
も
罪
を
問
え
な
い
の
で
す
か
！ 

／
Ｉ
Ｔ
社
会
事
件
簿
／
若
い
人
に
語
る

奈
良
時
代
の
歴
史
／
世
界
は
球
の
如
し

／
黒
田
官
兵
衛
／
Ｅ
Ｕ
〈
欧
州
連
合
〉

※ 新着コーナーには、12 月５日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

こ
く
ば
ん
く
ま
さ
ん
つ
き
へ
い
く
／
つ

く
も
が
み
／
さ
み
し
か
っ
た
本
／
ふ
た

つ
の
ね
が
い
／
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
ば
け

／
え
っ
ち
ら
お
っ
ち
ら
日
本
だ
じ
ゃ
れ

旅
／
じ
ゅ
っ
ぴ
き
で
ご
ざ
る
／
ど
ん
ぐ

り
む
ら
の
ど
ん
ぐ
り
え
ん
／
よ
ー
い
、

ド
ン
！
／
ち
ょ
う
ち
ょ
／
エ
ア
ポ
ー
ト

き
ゅ
う
こ
う
は
っ
し
ゃ
！
／
ぼ
く
は
だ

れ
だ
ろ
う
／
星
の
声
に
、
耳
を
す
ま
せ

て
／
ず
か
ん
武
具
／
洞
く
つ
の
世
界
大

探
検
／
お
い
し
い
ほ
し
が
き
／
マ
ー

ク
と
記
号
／
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

折
り
紙
あ
そ
び
／
ね
こ
じ
ゃ
ら
商
店
世

界
一
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
／
き
っ
と
オ
オ

カ
ミ
、
ぜ
っ
た
い
オ
オ
カ
ミ
／
た
だ
い

ま
！
マ
ラ
ン
グ
村

　彗星の基礎知識から、デジカ
メでの撮影・観測方法、科学的
な分析法まで、彗星に関する知
識が網羅された一冊です。11
月後半から 12 月にかけて見ご
ろを迎えるアイソン彗星を観測
する際、参考にしてみてはいか
がでしょうか。

を
知
る
た
め
の
63
章
／
業
種
別
で
見
る

8
％
消
費
税
／
世
界
恐
慌
上
・
下
／
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
に
ゅ
う
も
ん
／
知
ら
な
い
と
損

す
る
パ
ー
ト
＆
契
約
社
員
の
労
働
法
／

民
俗
芸
能
探
訪
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
／
天
才

と
異
才
の
日
本
科
学
史
／
双
極
性
障
害

〈
躁
う
つ
病
〉
の
人
の
気
持
ち
を
考
え

る
本
／
土
壌
汚
染
／
ト
コ
ト
ン
や
さ
し

い
天
然
ガ
ス
の
本
／
す
ぐ
編
め
て
、
す

ぐ
使
え
る
！
シ
ン
プ
ル
な
指
な
し
手
袋

と
リ
ス
ト
ウ
ォ
ー
マ
ー
／
と
こ
と
ん
！

ひ
き
肉
活
用
レ
シ
ピ
／
手
づ
く
り
す
る

竹
の
か
ご
と
器

『彗星の科学』鈴木文二・秋
澤宏樹・菅原賢／著 恒星社
厚生閣

〈
乳
幼
児
健
康
診
査
〉

　

前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、

相
談
し
た
い
方
も
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

３〜
４か月児

１歳
６か月児

区　分 対　象日時・場所 持ってくるもの

母子手帳・問診票・
バスタオル

母子手帳・問診票・
歯ブラシ・コップ・
タオル

３〜
４か月児

12月17日（火）
13時集合
保健センター

12月18日（水）
13時～13時30分受付
保健センター

平成22年
８月23日～
９月19日生まれ

３〜
４か月児

3歳児3歳児

平成25年
８月11日～
９月10日生まれ

〈
12
月
13
日
（
金
）・
20
日
（
金
）

は
保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日
〉

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

〈
ほ
〜
っ
と
倶
楽
部
活
動
中
〉

　
「
ほ
～
っ
と
倶
楽
部
」
は
、
認
知

症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
が
自

由
に
な
ん
で
も
話
せ
る
場
所
、「
ほ

～
っ
と
一
息
つ
け
る
」「
ほ
～
っ

と
安
心
で
き
る
」
場
所
で
す
。「
こ

ん
な
時
は
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い

の
だ
ろ
う
」「
こ
れ
っ
て
ど
う
い
う

こ
と
？
」
な
ど
の
疑
問
は
も
ち
ろ

ん
、
世
間
話
や
身
の
上
話
な
ど
な

ん
で
も
OK
！
た
く
さ
ん
話
し
て
、

た
く
さ
ん
笑
っ
て
、
み
ん
な
で
元

気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
ほ
～
っ
と
倶
楽
部
」
は
、
ど

な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

▽ 

今
月
の
活
動
日　

　
12
月
17
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽ 

場
所　
三
春
町
福
祉
会
館

▼ 

問　
三
春
町
い
き
い
き
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 　
　
（
三
春
町
福
祉
会
館
内
）

　

 　
　

☎
62-

８
５
８
６

〈
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
受
講
生
募
集
〉

　

介
護
予
防
の
正
し
い
知
識
や
方

法
な
ど
を
学
び
地
域
ぐ
る
み
で
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
活
動
を
す
す

め
る
た
め
に
、「
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

介
護
予
防
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
全
日
程
を

修
了
さ
れ
た
方
に
は
修
了
証
が
交

付
さ
れ
、
各
地
区
で
開
催
し
て
い

る
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」
の
支
援

員
と
し
て
活
動
い
た
だ
け
ま
す
。

▼ 

日
時
・
プ
ロ
グ
ラ
ム　

▽ 

第
１
回　

12
月
12
日
（
木
）
午

　

前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

　

開
講
式
／
講
義
「
三
春
町
の
介

護
保
険
に
つ
い
て
」
／
実
技
「
高

齢
者
疑
似
体
験
」

▽ 

第
２
回　

１
月
８
日
（
水
）
午

　

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

実
技
「
介
護
予
防
の
た
め
の
運

動
講
座
」
／
講
義
「
認
知
症
の
正

し
い
理
解
」
／
「
介
護
を
防
ぐ
病

気
の
予
防
」

▽ 

第
３
回　
１
月
〜
２
月

　

実
習
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」
体
験
見
学

※ 

期
間
中
の
都
合
の
良
い
日
に
１

　

日
体
験
実
習

▽ 

第
４
回　
平
成
26
年
2
月
26
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

施
設
見
学
「
町
内
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
」

▽ 

第
５
回　
平
成
26
年
３
月
13
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

　

振
り
返
り
／
修
了
証
交
付
／
閉
講
式

▼ 

受
講
対
象
者　
65
歳
未
満
の
一

　

般
町
民

▼ 

募
集
人
数　
10
名
程
度

▼ 

申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

を
開
放
し
ま
す
。

【
子
育
て
サ
ロ
ン
】

▼ 

日
時　
12
月
20
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
１
階
ホ
ー
ル

【
食
改
さ
ん
の
お
や
つ
や
さ
ん
】

▼ 

日
時　
12
月
20
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
11
時
〜

▼ 

場
所　
２
階
料
理
講
習
室

▼ 

料
金　
一
家
族
１
０
０
円

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０
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読
み
物
・
文
芸

実　
用　
書

児　
童　
書

子
ど
も
・
親
子

健　

康



〈
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
、
便
利
・
安
心
・
確
実
な

口
座
振
替
で
！
〉

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の
と
き

の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
保
険
料
が
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な

ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、

〈
平
成
25
年
産
牧
草
・
飼
料

作
物
に
つ
い
て
〉

　

11
月
19
日
現
在
の
三
春
町
に
お
け
る

利
用
判
断
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼ 

単
年
生
飼
料
作
物

▽ 

イ
ネ
科
飼
料
作
物（
麦
類
、ヒ
エ
、

　
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
な
ど
）

○ 

青
刈
り
利
用　
給
与
可
能

○ 

サ
イ
レ
ー
ジ
・
乾
草
利
用　
検
査
必
要

※ 

農
家
ご
と
に
利
用
の
可
否
を
判
断

▽ 

イ
ネ
科
長
大
作
物
（
飼
料
用
ト

　
ウ
モ
ロ
コ
シ
、ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス
、

　
ソ
ル
ゴ
ー
な
ど
）　
給
与
可
能

▼ 

永
年
生
牧
草
（
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ

　
ラ
ス
、
リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ
ラ
ス
、

　
チ
モ
シ
ー
な
ど
）　
検
査
必
要

※ 

草
地
更
新
（
除
染
）
し
た
農
家
ご

　

と
に
利
用
の
可
否
を
判
断

　

必
ず
町
に
申
し
出
て
、
刈
り
取
り

予
定
時
期
を
お
知
ら
せ
の
上
、
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
へ
、
国
民
年

金
基
金
制
度
の
ご
案
内
〉

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
、

農
業
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
一
号

被
保
険
者
の
方
々
が
ゆ
と
り
あ
る

老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
国
民
年

金
に
上
乗
せ
す
る
公
的
な
年
金
制

度
で
す
。

　

加
入
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
で
す
。
加
入
は
任
意
で
、

色
々
な
年
金
の
タ
イ
プ
か
ら
現
在

の
状
況
や
将
来
設
計
に
あ
わ
せ
て

〈
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験
教
室

の
日
程
追
加
〉

　

好
評
に
つ
き
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体

験
教
室
の
日
程
を
追
加
し
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
、
ま
ち
づ
く
り
協
会
、

行
政
区
な
ど
団
体
で
の
参
加
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼ 

日
時　
12
月
５
・
19
日
（
木
）

　

 　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
町
民
体
育
館

▼ 

参
加
費　
無
料

▼ 

参
加
方
法　
当
日
、
直
接
会
場

　

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　

団
体
で
参
加
さ
れ
る
際
は
、
事

　

前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

持
ち
物　
運
動
の
で
き
る
服
装
、

　

体
育
館
用
上
履
き
、
タ
オ
ル
な
ど

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

〈
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん

か
？
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〉

　

ス
ト
レ
ス
や
悩
み
な
ど
、
心
の

健
康
を
崩
し
て
し
ま
う
要
因
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
子
育
て
や
家

族
関
係
、
職
場
の
人
間
関
係
の
悩

み
な
ど
で
こ
こ
ろ
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
た
り
、
思
春
期
の
不
安
や
ひ

き
こ
も
り
の
悩
み
、
ア
ル
コ
ー
ル

問
題
や
薬
物
依
存
な
ど
で
苦
し
む

方
も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

本
人
や
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
に
専

門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

自
分
や
家
族
で
「
こ
こ
ろ
の
悩

み
」
を
持
つ
方
の
た
め
に
、
町
で

は
専
門
家
に
依
頼
し
て
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
完

全
予
約
制
で
す
。
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
を

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
12
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
後
２
時
〜

▼ 

相
談
担
当　

圓
口
博
史
精
神
科
医
師

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 
申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62-

５
１
１
０

納
め
忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利

で
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、

当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き

落
と
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々

50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、

現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い

６
か
月
前
納
・
１
年
前
納
も
あ
り
、

大
変
お
得
で
す
。

　

お
申
し
込
み
の
際
は
、
役
場
窓

口
や
年
金
事
務
所
に
備
え
付
け
の

申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
・

押
印
し
て
、
口
座
振
替
を
希
望
さ

れ
る
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
年

金
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

 　
　

  

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
金
受
給
前
や
保
証
期
間
内
に

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
、
ご

家
族
に
一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
。（
保
証
が
な
い
タ
イ
プ
の
年

金
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
）

　

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
、
受
け
取
る
年
金
は
公
的
年
金

等
控
除
の
対
象
に
な
り
、
税
制
面

で
優
遇
さ
れ
ま
す
。

▼ 

問　
福
島
県
国
民
年
金
基
金

 　
　

  

☎
０
１
２
０-

６
５-

４
１
９
２

▼ 

稲
わ
ら　
給
与
可
能

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

　
　
　

 

県
中
農
林
事
務
所
田
村
農
業
普
及
所

　
　
　

 

☎
62-

３
１
１
３

〈
量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）

の
交
換
を
し
ま
す
〉

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
該
当
す
る
量
水
器
は
、
次

の
公
認
業
者
が
、
該
当
す
る
お
宅
を

訪
問
し
、
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
交
換
す
る
の
は
、
メ
ー

タ
ー
の
フ
タ
に
表
示
さ
れ
て
い
る

数
字
の
左
側
が「
18
」の
も
の
で
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設

置
の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

後
日
、
担
当
よ
り
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼ 

施
工
公
認
業
者

　
（
有
）
橋
本
設
備
・（
有
）
本
田

ポ
ン
プ
店
・（
有
）
栁
沼
設
備
・
吉

村
管
工
所
・
神
設
備
・（
株
）
三

立
設
備
三
春
営
業
所

▼ 

交
換
手
数
料　
無
料

※ 

業
者
が
料
金
を
請
求
す
る
こ
と

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

26



〈
水
道
管
に
も
冬
支
度
を
〉

　

蛇
口
や
水
道
管
、
水
道
メ
ー
タ
ー

が
寒
さ
の
た
め
に
凍
る
と
、
破
裂
や
ひ

び
割
れ
を
起
こ
し
、
貴
重
な
水
を
無
駄

に
す
る
ば
か
り
か
、
修
繕
費
用
な
ど

経
済
的
に
も
大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま

す
。
蛇
口
や
水
道
管
が
凍
ら
な
い
よ
う

に
保
温
材
料
な
ど
を
取
り
付
け
て
、
寒

さ
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
破
裂
や
ひ
び
割
れ
に
よ
る
漏

水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
町
指
定
工

事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

〈
第
７
次
三
春
町
長
期
計
画
策

定
に
係
る
町
民
委
員
募
集
〉

　

三
春
町
で
は
、町
民
の
最
新
の
ニ
ー

ズ
を
反
映
さ
せ
た
自
主
・
自
立
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
27

年
度
を
開
始
年
度
と
す
る
第
７
次
三

春
町
長
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
こ

〈
町
民
ス
キ
ー
教
室
参
加
者

募
集
〉

　

自
然
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、ス
キ
ー

の
基
本
的
な
技
術
と
マ
ナ
ー
を
習
得
し

て
楽
し
く
ゲ
レ
ン
デ
を
滑
り
ま
し
ょ
う
。

▼ 

日
時　

▽ 

第
１
回　
１
月
19
日
（
日
）

　

午
前
７
時
出
発
～
午
後
４
時
30
分

〈
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は

届
出
を
!!
〉

▼ 

国
民
健
康
保
険
を
使
っ
て
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ

り
ケ
ガ
を
し
た
場
合
は
、
届
出
に
よ
り

国
保
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
の
治
療
費
は
、

本
来
、
加
害
者
が
支
払
う
べ
き
も
の
を
、

国
保
の
保
険
者
で
あ
る
町
が
一
時
的
に

立
て
替
え
、
あ
と
で
加
害
者
本
人
か
、

加
害
者
が
加
入
し
て
い
る
自
賠
責
保
険

や
任
意
保
険
の
会
社
に
請
求
し
ま
す
。

第
三
者
の
行
為
に
は
、自
動
車
・
バ
イ
ク
・

自
転
車
の
事
故
、
ケ
ン
カ
、
他
人
の
飼

い
犬
に
か
ま
れ
た
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

国
保
で
治
療
を
受
け
る
際
に
は

　

交
通
事
故
な
ど
で
ケ
ガ
を
し
、
国
保

を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る
場
合
は
、「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
国
保
医

療
グ
ル
ー
プ
へ
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。届
出
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼ 

治
療
費
に
つ
い
て

　

交
通
事
故
な
ど
、
本
人
以
外
の
他
人

（
第
三
者
）
か
ら
の
行
為
に
よ
る
治
療

費
は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が
負
担
す

べ
き
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
加
害
者
が
す
ぐ
に
支
払
っ

て
く
れ
な
か
っ
た
り
、
損
害
賠
償
に
時

間
が
か
か
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
被
保

険
者
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
国
保

を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
、
国
保
が
立
て
替
え
た
治
療

費
は
後
で
第
三
者
へ
請
求
を
し
ま
す
。

▼ 

示
談
の
前
に
は
必
ず
担
当
窓
口

　
へ
ご
相
談
を

　

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た

り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り
す
る
と
、
国

保
が
立
て
替
え
た
治
療
費
を
第
三
者
へ

請
求
で
き
な
く
な
る
場
合
や
被
害
者
自

身
も
思
い
が
け
な
い
負
担
を
負
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
示
談
は
慎
重
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

の
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
公
募
に

よ
る
町
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

募
集
人
数　
三
春
町
民
３
名
程
度

▼ 

募
集
期
間　
12
月
１
日
〜
31
日

▼ 

応
募
資
格　

① 

20
歳
以
上
の
三
春
町
民
で
あ
る

　

こ
と
（
三
春
町
の
議
会
議
員
お

　

よ
び
役
場
職
員
を
除
く
）

② 

建
設
的
な
意
見
を
提
言
で
き
る

　

こ
と
。

▼ 

応
募
方
法　

▽ 

応
募
用
紙
は
自
由
と
し
ま
す
。

▽ 

応
募
用
紙
に
住
所
・
氏
名
（
ふ

　

り
が
な
）・
生
年
月
日
・
性
別
・

　

職
業
・
電
話
番
号
・
応
募
の
理

　

由
を
明
記
し
、
直
接
ま
た
は
郵

　

送
で
総
務
課
企
画
情
報
グ
ル
ー

　

プ
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

選
考
方
法　
応
募
が
募
集
人
員

　

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

▼ 

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
計
画
策

　

定
終
了
ま
で
（
平
成
26
年
１
月

　

～
９
月
を
予
定
）

▼ 
申
込
・
問　

　

総
務
課 
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-
８
１
２
５

帰
着
（
予
定
）

▽ 

第
２
回　
２
月
16
日
（
日
）

　

午
前
７
時
出
発
～
午
後
４
時
30
分

帰
着
（
予
定
）

▼ 

場
所　
沼
尻
ス
キ
ー
場
（
猪
苗

　

代
町
沼
尻
）

▼ 

集
合
場
所　
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

駐
車
場

▼ 

対
象　
三
春
町
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
者
、
三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少

　

年
団
指
導
者
・
団
員

▼ 

参
加
料　
５
０
０
円

※ 

未
就
学
児
は
、保
護
者
同
伴（
同

　

伴
の
み
の
場
合
は
無
料
）

※ 

昼
食
代
・
レ
ン
タ
ル
料
金･

リ

　

フ
ト
代
は
別
と
な
り
ま
す
。

▼ 

募
集
人
数　
各
回
40
名

▼ 

申
込　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
備

　

え
付
け
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、
参
加
料
を
添
え
て
、
三
春
交

　

流
館「
ま
ほ
ら
」へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

２
日
前
ま
で
に
キ
ャ
ン
セ
ル
を
さ

　

れ
た
場
合
は
、全
額
お
返
し
し
ま
す
。

※ 

先
着
順
と
し
、
定
員
に
な
り
次

　

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼ 

申
込
期
間　
日
曜
日
、
月
曜
日
を

　

除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽ 

第
１
回　
12
月
20
日
（
金
）
ま
で

▽ 

第
２
回　

平
成
26
年
１
月
17
日

　
（
金
）
ま
で

▼ 

講
師　
三
春
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

▼ 

主
催　
三
春
町
教
育
委
員
会
、

　

三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▼ 
申
込
・
問　

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

☎
62-
３
８
３
７
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町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

三
春
幼
稚
園
・
光
の
子
保
育
園
ト
ピ
ッ
ク
ス 

○ 

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

キ
ャ
ン
ド
ル
の
光
の
中
で
静
か
な
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。 

園
児
に

よ
る
お
遊
戯
、
合
奏
、
歌
、
聖
誕
劇
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
12
月
14
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
幼
稚
園
ホ
ー
ル

▼ 

対
象　
就
学
前
の
親
子
、
小
・
中
学
生

▼ 

問　
認
定
こ
ど
も
園
三
春
幼
稚
園 

☎
62-

２
５
４
８

● 

陸
海
空
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
採
用
試
験
の
ご
案
内

　

陸
海
空
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼ 

受
付
期
限　
平
成
26
年
１
月
17
日
（
金
）
ま
で

▼ 

受
験
資
格　
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

▼ 

採
用
時
期　
平
成
26
年
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

▼ 

試
験
種
目　
筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会
、
作
文
）、
適
性
検
査
、

　

口
述
試
験
、
身
体
検
査

▼ 

試
験
日　
平
成
26
年
１
月
25
日
（
土
）
ま
た
は
26
日
（
日
）

▼ 

試
験
会
場　

 

郡
山
駐
屯
地
ま
た
は
福
島
駐
屯
地
（
予
定
）

▼ 

そ
の
他　
高
校
生
、
大
学
生
、
社
会
人
の
方
、
ど
な
た
で
も
受
験
可

　

能
で
す
。
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 
申
込
・
問　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部　

郡
山
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

１
４
２
４

〈
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
〉

　

次
の
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

家
賃
は
、
三
春
町
町
営
住
宅
管

理
条
例
に
よ
る
家
賃
月
額
に
な
り

ま
す
。
敷
金
は
、
家
賃
の
３
か
月

分
で
す
。
家
賃
と
は
別
に
共
益
費
、

組
費
な
ど
の
負
担
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 

同
居
親
族
（
婚
約
者
・
内
縁
を

　

含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
次
の
基
準
内

　

で
あ
る
こ
と
。

・
月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
以
下

・
裁
量
階
層
世
帯
（
高
齢
者
、
障

　

害
者
等
の
世
帯
）
月
額
所
得
が

　

21
万
４
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と

▼ 

受
付
期
間　
12
月
５
日
（
木
）

　

 　
　
　
　

〜
12
月
11
日
（
水
）

※ 

土
・
日
除
く

※ 

期
間
中
に
申
込
み
が
な
か
っ
た
住

戸
に
つ
い
て
は
、
次
回
公
募
ま
で

随
時
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の
う

え
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
み
を
受
理
し
た
件

数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委

員
会
を
開
催
し
、
決
定
し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定
時
期　

　

平
成
26
年
１
月

駅南ヶ丘団地
（中耐４階建・S57年）

団地名／構造・建築年

八島台５丁目１番地３

所在地

家賃：　15,000円
　　　 〜29,500円

３DK
１戸

募集戸数間取・階数

無

駐車場

4階

▼ 

問　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
役
場
３
階
）

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
３

＜公営住宅＞
▼ 募集する団地

● 

三
春
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集 

　

三
春
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象
者　
町
内
の
小
学
１
年
生
～
６
年
生

▼ 

練
習
日　
土
・
日
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼ 

練
習
場
所　
旧
曙
ブ
レ
ー
キ
ま
た
は
三
春
町
営
運
動
場

▼ 

会
費　
年
会
費
（
１
０
、０
０
０
円
）

▼ 

問　
監
督 

橋
本
厚
枝 

☎
０
９
０-

６
２
２
５-

９
７
１
７
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◆ 

冬
の
街
な
か
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
開
催

　

昨
年
、
洗
練
さ
れ
た
三
春
の
街
な
み
を

歩
い
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
商
店

や
個
人
宅
に
協
力
を
い
た
だ
き
街
中
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
い
つ

も
と
は
違
う
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
輝
く

街
な
み
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
も
、
冬
の
町
を

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
り
ま
し
ょ
う
。

個
人
宅
や
店
舗
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
今
年
の
実
施
期
間
は
、

12
月
９
日
～
１
月
19
日
で
す
。

　

町
内
の
個
人
宅
・
店
舗
で
協
力
い
た
だ
け
る
方
に
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
先
着
順
で
、
無
く
な
り
し
だ

い
締
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

問　
三
春
町
震
災
復
興
祈
念
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局（
三
春
町
役
場
総
務
課
内
）

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
５

広報紙に写真を掲載してみませんか

神
山 

朝あ
さ
陽ひ

ち
ゃ
ん
（
３
歳
10
か
月
）

　
　

 

光こ
う
平へ
い
く
ん
（
６
か
月
）

　
　
「
元
気
い
っ
ぱ
い
！
」

◆ 申込・問　総務課 企画情報グループ ☎ 62-8125

　年末年始のあわただしさから、火気への注意がおろそかに
なりがちですので、火の取り扱いには十分注意してください。
◆ 日頃からの火災予防
・調理中に火の元から離れる時は、必ず火を消す。
・たばこの始末を確実に行う。
・家の周りに燃えやすい物を置かない。
◆ 暖房器具からの出火防止
・事前に点検し、正しく使用する。
・燃えやすいものから離して使用する。
・給油は必ず火を消してから行い、給油タンクの栓
　はしっかりと締める。
◆ 平成 25 年度私たちの防火標語火災予防部門優良賞
　『ひのしまつ　かぞくみんなの　おやくそく』
　佐久間陸翔さん（沢石小学校１年）

年末年始火災予防運動
（12月15日〜1月14日）

◆ 問い合わせ先　田村消防署三春分署 ☎ 62-4049

● 「
さ
く
ら
湖
流
域
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集

　

三
春
ダ
ム
（
さ
く
ら
湖
）
や
大
滝
根
川
流
域
の
魅
力
あ
る
景
色
を
テ
ー
マ

に
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
さ
く
ら
湖
や
大
滝
根

川
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
さ
く
ら
湖
や
大
滝
根

川
の
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼ 

作
品
の
テ
ー
マ　
「
私
の
一
押
し
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
お
す
す
め
の
さ

　

く
ら
湖
お
よ
び
大
滝
根
川
の
魅
力
あ
る
姿
を
収
め
た
写
真
。

▼ 

募
集
期
間　
11
月
１
日
〜
平
成
26
年
２
月
28
日

▼ 

応
募
資
格
／
応
募
枚
数　
プ
ロ
・
ア
マ
不
問
／
お
一
人
３
点
ま
で

▼ 

写
真
規
格　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
四
つ
切
り
（
ワ
イ
ド
）
判
、
縦
・

　

横
ど
ち
ら
も
可
。
た
だ
し
、
画
像
処
理
を
し
た
作
品
は
不
可
。

▼ 

審
査
結
果
発
表
／
表
彰　
平
成
26
年
４
月
上
旬
／
最
優
秀
賞
（
１
点
）

　

賞
状
・
副
賞
、
優
秀
賞
（
２
点
）
賞
状
・
副
賞
、
入
賞
（
10
点
）
賞
状

▼ 

そ
の
他　
作
品
は
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
撮
影
し
た
自
作
未
発
表

　

の
も
の
に
限
り
ま
す
。
出
展
写
真
の
版
権
は
主
催
者
側
に
帰
属
し
ま
す
。

▼ 

問　
さ
く
ら
湖
流
域
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
春
ダ
ム
管
理
所
管
理
係
内
）
☎
62-

３
１
４
５

開会時期（予定） 
12 月５日（木）～ 11 日（水）

議会12月定例会が開催されます

　12 月議会の一般質問は、６日（金）を予定し
ています。多数の傍聴をお待ちしています。
　詳しい日程などは、開会日前日に新聞折込みで
お知らせします。

〜 一般質問を傍聴してみませんか 〜

問い合わせ先　議会事務局　☎ 62-8124

昨年のシンボルツリー
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平
成

2
5
年

1
2
月
１
日
発
行

毎
月
１
日
１
回
発
行

編
集
発
行
／
三
春
町
役
場
総
務
課
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

☎
0
2
4
7
-6

2
-2

1
1
1
（
代
）　


0
2
4
7
-6

1
-1

1
1
0

〒
9
6
3
-7

7
9
6
　
福
島
県
田
村
郡
三
春
町
字
大
町
１
-
２

e-m
ail:m

iharum
g@

tow
n.m

iharu.fukushim
a.jp

広
報

み
は

る
2013.12
№

1009

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。

今月のバス運休日：1・8・15・22・23・29・31 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

◎ 「ちょっとだけ」　その一言が　命とり（福田ちひろ・岩江中学校3年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている
頁数です。施設の休館日は 22 ページに掲載しています。

12月の行事カレンダー ※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
（
19
時
ま
で
）、
毎
週
日
曜
日
（
８
時
30
分
〜
12
時
）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

三春町議会12月定例会開会（～11日予定・三春町役場）

カローリング体験教室（ 9時～11時30分・三春町民体育館）

三春町議会12月定例会一般質問（10時～・三春町役場）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

冬の街なかイルミネーション（～１月19日・町内）

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

行政相談（9時30分～12時・シルバー人材センター）

のびのびの日（9時～11時・子育て支援センター）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

保健センター開放日（9時～15時30分）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

クリスマスお楽しみ会（13時30分～16時・中央児童館）

料理クラブ（9時30分～・中央児童館）

キャンドル作り（9時30分～11時・自然観察ステーション）

　　　

3（火）

5（木）

6（金）

8（日）

9（月）

　10（火）

　

　11（水）

13（金）

14（土）

　

17（火）

18（水）

19（木）

20（金）

21（土）

24（火）

25（水）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

ほ～っと倶楽部（13時30分～15時・福祉会館）

乳幼児健診・3歳児（13時〜13時30分受付・保健センター）

昔話講習会（13時30分〜・三春交流館「まほら」小ホール）

献血車来町（15時～17時・役場駐車場）

カローリング体験教室（ 9時～11時30分・三春町民体育館）

保健センター開放日（9時～15時30分）

臨床心理士相談日（9時30分～11時・子育て支援センター）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

子育てサロン（10時～11時・保健センター）

食改さんのおやつやさん（11時～・保健センター）

おりがみクラブ（9時30分～・中央児童館）

中学校卒業生のOSL線量計測定（～27日 9時～17時・三春町役場）　

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

こころの健康相談会（14時～・保健センター）　

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

※平成24年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談】12月 10日（火）午前 9時 30分〜 12時
　／シルバー人材センター（南町）／行政相談委員

【人権相談】12 月 3 日（火）午前 10 時〜午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】12月 3・10・17・24日（火）
　午前 9時〜 12時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】12月 13日（金）
　午後 1時〜 3時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎62-3166

●●●今月の相談●●●

（

12月1日

8日

15日

22日

23日

29日
30日

31日

青山医院
町立三春病院
（タカギ薬局）
矢吹医院
（浜田薬局）
大方病院（17時まで）
町立三春病院
さいとう医院
（さとう薬局）
奥秋医院（17時まで）

（ふくだや薬局）
西山医院
清水医院
（ふくだや薬局）

南東北病院滝根診療所
（オリオン薬局）

（日）

（日）

（日）

（日）

（月）

（日）

（月）

（火）

（

（

（

（

（

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

常葉町
三春町
常葉町
三春町
三春町
船引町
三春町
小野町
常葉町
船引町
船引町
三春町
船引町
船引町
滝根町
滝根町

☎77-2015
☎62-3131
☎77-4381
☎62-3015
☎62-2202
☎82-1117
☎62-3131
☎72-2500
☎77-2018
☎86-2034
☎86-2013
☎62-2473
☎82-3535
☎86-2013
☎78-2442
☎68-1455

）

）

）

）

）

）

人口17,465 人（+3）う
ち男性8,477 人（+9）・女性 8,988 人（-6）／世帯数 5,526世

帯（+6）人口・世帯数

12月 25日（水）　固定資産税 第 3期　国民健康保険税 第 6期　後期高齢者医療保険料 第 5期　介護保険料 第 6期納  期  限

※ 平成 22年 10月 1日国勢調査の人口基準・平成25年 11月１日現在（前月比）

休

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

休

30

4 5 6

12 1311

19 2018

25 26 27

3

108 149

1715 2116

2422 23

1 2 7

28

町営バス運休カレンダー（12月）

日 月 火 水 木 金 土

29 31

『休日診療のお医者さん』の（　）内は休日薬局です。


